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｢森林」をめぐる都市と

農山村の変化をどう読むか
－群馬県上野村の例をとおして－

うちやまたかし

内山節

哲学者

1950年東京生まれ。

群馬県の山村，上野村と東京との二重
暮らしをしている。NPO法人｢森づく
りフォーラム」代表理事。

「時間についての十二章」（岩波書店)，
｢森にかよう道」（新潮社）など著書多数。

村人の高齢化に対応して，都市の人々が中心になって，村人の
正月用の餅をつく新しい協力関係も生まれている（上野村)。

［前列中央が筆者］

●今日の山村の森
群馬県の山村,上野村は深いV字谷とともに展開し，両側から山に挟まれる

ように村はつくられている。ところが，ここを訪れる人々は，上野村に来ると

村や森に明るさを感じるとよく言う。それには簡単な理由があって，上野村で

は道路近くの森の間伐や枝打ちが，結構よくおこなわれているのである。その

すがすがしい雰囲気が，明るさを感じさせるのであろう。村は毎年独自の予算

を組んで，この仕事をすすめてきた。

村のこの森林整備事業には，林業の視点からみれば，必ずしも有効とは思え

ないものがかなりふくまれる。広葉樹林でもすすめられているし，たとえば人

工林の枝打ちをみても，幹の直径が20～40cmにまでなった木でもおこなわれ

ていて，良質材をつくる技術とはいいがたい枝打ちも，広範囲に実施されてい

る。もっともそんなことは，村も，作業をおこなっている人々も，一般の村人

もよく知っていて，この間伐，枝打ちは林業上の有効性が主たる目的ではない

のである。

道路近くの森が暗いと，気分まで何となく暗くなってしまう。スギ，ヒノキ

が道路脇に茂りすぎていると，冬に道路が凍結しやすくなる。木の下で草花が

咲き，虫が飛び，鳥がさえずるような森のほうが，気分がいい。つまり，景観
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上野村では景観整備や多様な生態系の回復を目的にした間伐が

の修復,冬の生活道路の安全性の向上,多様な

生態系をもつ森の回復などを主たる目的にし

て,この間伐,枝打ち事業はすすめられている

のである。

このことのなかにも表されているように，

村人と森林の関係は，山村でも変化してきて

いる。もちろん,村には,林業に情熱をもって

いる人々もいる。しかし,多数派にとっての森

林整備への関心は,山村でも，むしろ,生態系

や修景へと変わってきている。林業的な意味

は,副次的なものに変わった，とでもいえばよ
すすめられている。

いのだろうか。

この変化の背景のひとつに，木材価格の低迷と，それによる林業意欲の低下

があることは確かであろう。だが，それだけに理由を求めれば，山村とは何か

を見失うと私は思っている。

伝統的な山村では，とりわけ都市の形成と結びついた社会的分業の進展が，

あまり重要ではなかった東日本の山村では，素材生産型の産業は，それほど大

きな位置をもってはいなかった。むしろ，素材生産とその加工を一体化させた

産業が，中心的な役割をはたしてきたと言ったほうがよい。

たとえば，かつての代表的な産業である養蚕は，紡糸やときに機織りと一体

となって展開されている。麻も草のままで出荷されることはないし，和紙の生
ず

産もコウゾやミツマタの栽培と紙漉きの仕事が一体のものになっている。つま

り，栽培したものであれ，採取したものであれ，その素材が，紡ぐ，織る，編
す

む，漉くといった職人的仕事と結ばれて，村の産業は展開していたのである。

山での仕事をみても，かつての炭焼きは，この村の産業のかたちとうまく一致

していた。そして村人は，このさまざまな職人的手仕事をおこなう技の確かさ

に，自分の仕事への誇りを感じながら暮らしてきたといってもよかった。

生活のなかにも，多くの手仕事が生まれていた。保存食料や味噌をつくると

き，あるいは神事や行事をおこなうときも，たえず必要になるのは職人的手仕

事である。

●山村的仕事と林業
このような伝統的な精神の習慣からすると，大規模な素材生産は，村人には

異質なものと感じられる。もちろんそれが否定されることもないが，あくまで

脇役なのである。だから，とりわけ東日本の一般的な山村の人々には，林業は，

ある条件下でのみ可能な一時的な産業としてとらえられたり，山村的暮らしと

は別のところで蓄積された資本によって展開される産業だと，みなされること

がよくあった。小規模な暮らしのための森づくりは別にして，大規模に素材生

産をおこなうことは，村の営みの軸ではないのである。そういう精神の習慣が

山村にはあるからこそ，一度林業不振に陥ると，村人は急速に林業から離れた。

林業技術No.7372003.8-③



これほど多くの人工林をつくり，さまざまな補助金による支えがあるにもかか

わらず，村人の伝統的な精神は，木材という素材生産を維持しようとはしなか

ったのである。

こう述べると，木材価格がある程度の水準を保っていた間は，村人も熱心に

林業に取り組んでいたではないか，と反論されるかもしれない。だがそれにつ

いても，私は次のように考えたほうがよいと思っている。かつて，林業，とい

うより森づくりが，村人にある程度受け入れられていったのは，林業労働過程

のなかに，職人的手仕事の要素が数多くふくまれていたからなのではないか。

村人は林業のこのような性格のなかに，伝統的な村の仕事と共通するものをみ

いだした。村人は植栽から枝打ちにいたる過程で自分の技を確かめ，道具の修

理のなかに職人の仕事を感じていた。林業の収益性だけが，村人を林業へと導

いたわけではないのである。

しかし，それでもなお，素材でしか出荷できない林業という産業のあり方は，

多くの村人の気持ちを引きつけきれなかったのではないか。だから，木が育つ

につれて，すなわち自分たちは山の職人というより素材生産者だと感じるよう

になるにつれて，村人は林業離れをおこしていったという面を，私は軽視して

はいけないのだと思う。

とすると，このような一面をもふまえながら，新しい森林管理の方法をみつ

けださねばならない過渡期に，私たちは立たされていることにはならないか。

山村の伝統から離れたものは，結局は山村に定着することはできないだろう。

ところで，山村におけるこのような伝統回帰的な動きに対して，都市の人々

のあいだでは，どのような変化が生まれていたのであろうか。それを，もう一

度上野村を例にして述べれば，1980年代に入ったころから，都市の人々の新し

い動きが，上野村にももたらされている。第一に，このころから，都市から上

野村に移り住む若者が生まれてきた。1970年代の中ごろから木工産業の育成に

村がつとめてきたこともあって，村で木工の仕事を覚えようとした人々がその

中心であった。

とともに,1980年代に入ると，上野村の森で森林の作業をする都市の人々も

現れている。いわゆる森林ボランティアの活動であるが，それを第二の動きと

すれば，第三に，同じころから，村の森林作業の現場で都市出身の若者が働き

はじめるという新しい動きがあった。すなわち,1980年代に入ると，上野村で

は,Iターン者や同じくIターンのかたちで村に来た森で働く若者が現れ,同時

に市民による森づくりの初歩的な姿がみえはじめたのである。

●職人的なものをめざして
この動きは，もっと早くからはじまった地域も，もう少し後になってはじま

る地域もある。その順序も地域によって異なっている。しかしこの動きは，全

国の農山村でほぼ共通して芽生えてきたものであり，この三つの動きは一連の

ものとしてとらえたほうがよいと私は思っている。なぜなら，ここには，自然

と結ばれた人間のあり方や，技のある仕事への回帰を希望する，共通の精神が

④－林業技術No.7372003.8



流れているからである。

森林の現場で働く人々だけではなく，都市

から腱山村に移ってくる人々には，共通の求

めているものがある。そのひとつは自然と人

間の結びつきの回復であり，もうひとつは,職

人的な技のある仕事とともに暮らす，という

ことであろう｡実際,農業への新規就労者をふ

くめて，農山村に技のある仕事や暮らしを探

して移ってくる人は多い。農業，林業の現場

や，職人的な手仕事に従事するIターン者が
－

塞迂一 蕨

と森林ボラン多いことは，それを物語っている。群馬県では林業労働者（写真では奥の女性3人）と森林ﾌ
ティア（男性6人）の合同会議も定期的に開かれている。

とともに，自然との結びつきの回復を希求

する側きのなかに，次のような意識があることも見忘れてはならないだろう。

それは，自然環境に貢献できる仕事をしたいという意識である。自分の生きる

過程が自然への貢献にもなる。それが今日では，新しい価値意識として登場し

てきているのである。

だが，このふたつだけが,Iターン者の求めているものでもない。もうひとつ

共同性への意志があると私は思っている。すなわち，地域の人々からいろいろ

なことを教わり，自分もまた地域のために働きながら，「共同体｣が存在するこ

とを感じられる暮らしを手に入れていくことも，今日では大事な価値意識のひ

とつになってきている。

このようにみていくと,Iターン者たちが求めているものは,今日の都市での

暮らしや労働が失っているものだということがわかってくる。職人的な技のあ

る仕事も，自然への貢献も，人間同士や自然と人間の共同性を手に入れること

も，である。そして同じことを，森林ボランティアや，森づくりに参加する市

民たちも求めているといってもよいだろう｡だからこそ,農山村にIターン者が

現れてくる時期と，森林ボランティアが生まれる時期はほぼ一致していた。

日本で森林ボランティア的な活動がはじまるのは,1970年代に入ったころか

らであったが，それが拡大するのは1980年代以降のことである。とともに，活

動の拡大と一緒に，森づくりに参加する市民の意識も少しずつ変化していって

いる。

70年代は，除草剤の使用に反対して，草刈り隊を組織する動きが，その中心

であった。80年代に入ると，人工林の間伐をおこなう人々が生まれ，他方都市

の市民に森林に関心をもってもらおうとする企画が，自治体などで組まれはじ

める。つまり，この時期は，、森林問題〃が活動の中心課題であった。

ところが,森林ボランティアの活動が定着していく1990年代になると，新し

い意識がこの動きのなかから芽生えてくる。

●新しい多職性を求めて
それは森とともに暮らす技を身につけたいというような意識で，このころか
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ら，プロの技術を身につけたいと考える人々も現れてくる。つまり，ボランテ

ィアという型態であっても，森林での作業を自分の「仕事」としてとらえる意

識が生まれてきたのである。

それを，仕事観における伝統回帰と呼んでもよい。

伝統的な農山村の仕事は，多職性にその特徴をもっていた。村人はその地域

の条件を活かしながら，あるときは農民であり，冬には山の仕事をし，またし

ばしば家内職人であった。実際にはもっと多くの仕事が組み合わされながら，

それぞれの人々が一年の労働の系をつくりだしていたのが，かつての多職の民

としての村人の姿である。そして，この多職性が，さまざまな技や総合的な判

断力を村人に与えていった。

自然とともに，そして自然に貢献しながら暮らそうとするなら，さらに人間

の総合的な能力を回復していこうとするなら，多職の民であるほうがすぐれて

いる。ところが都市の労働ではそうはいかない。ここから，休日に農業をした

り，森林で仕事をし，あるいは自分の好きな手仕事や地域での仕事をしたりし

ながら，現代の都市市民なりの多職性を回復しようとする動きがおこってきた。

伝統的な多様な仕事のなかには，収入に結びつかない仕事もあった。そう考

えれば，休日の森林労働も，ポランタリーな活動というより，ひとつの仕事と

してとらえてもよいのではないか。

このような仕事観を軸にしながら，現代における自然と人間の関係を摸索し，

同時にともに仕事をする仲間の世界のなかに，新しい共同性をみつけだそうと

する。今日の森林ボランティアは，このような方向性を視野に収めはじめてい

る。

とすると,農山村にlターンする人々と森林ボランティアのあいだには,さほ

どの|煽りがないということになる。求めているものはどちらも，自然との関係

の回復であり，技の修得であり，共同性の再確立である。とすれば，その底に

伝統回帰の精神が流れていることをみるのは，不当ではなかろう。たとえ具体

的姿は，現代的なかたちをとるとしてもである。

はじめに述べたように，私は今日の農山村にも同じような意識の変化が芽生

えているのだと思う。村人の林業離れも，経営的な不振だけでは説明できない。

なぜなら山村で暮らしていると，経営的には成り立たなくなっていても，村人

が大事にしているものがいかに多いかに蝿かされるからである。村人はもうか

らないからといって，簡単に見捨てたりしない。ところが，林業はそうではな

かった。

今日とは，農山村の人々も都市の人々も，それぞれの方法で，戦後的な価値

基準や人間のあり方を克服しようとしている時代である。そして，その動きの

なかに，自然と人間との永遠のあり方の摸索や伝統的な仕事観，共同性の再確

立という共通する要素が存在することに気付くとき，私たちはそこに，都市と

磯山村との新しい協側の可能性があることを発見する。

〔完〕
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鰯

●コラム
■■■■■

● 灘轆

きてしまった｡何しろF☆☆☆☆は規制対象外,お

墨付きとなったのである。規制の対象外には元来

ホルムアルデヒドの発散とは無縁の建材があるが，

それらには当然のことながらF☆☆☆☆のお墨付

きマークは付かない。したがって無垢材にも付か

ない。お墨付きが付かないのはけしからんという

声まで出てくる。ホルム

蕊
を占めるセルロースには

メチロール基-CH2-OHが亀の子1個に1個付いて

いるので，木を加熱してホルムアルデヒドが出て

きても不思議ではない｡木を鋸引きすれば,刃先の

温度で酸化分解する｡だからといって,木がホルム

アルデヒドを含んでいてシックハウスを引き起こ

すといったバカなことはない｡なぜなら,加熱産物

は一過性で雲散霧消してしまうし，常温常態では

分解は起こらないからである。

［木のなんでも相談室］
TELO3-3615-2816FAXO3-3615-3563

7月｜日から新しい建築基準法が施行され，ホ

ルムアルデヒドを発散する建材を居室の内装に使

う場合は，発散の程度に応じて使用愛が制限され

るとともに，原則として換気設備を設置しなけれ

ばならないこととなった。ここでいう内装とは，

壁,床,天井の面をいい,幅木や回縁などの見切り

材や柱などの軸材，鴨居，

長押などは含まれない。

F☆☆☆☆はホルムア

ルデヒドを発散する建材

のなかで，発散量が

0.005mg/m2.h以下の建

材に付けられるマークで，

発散量が少ないために使

用量に制限がなく，その

建材が規制対象外である

ことを示している。☆の

数が減るごとに発散塁が

増え，第三種ホルムアルデヒド発散建築材料F☆

☆☆（夏季の発散速度が0.005～0.02mg/m2.|'),

第二種ホルムアルデヒド発散建築材料F☆☆（同

0.02～0.12mg/m2．h),第一種ホルムアルデヒド

発散建築材料F☆(同0.12mg/m2･h以上）と呼ば

れる。

さて,発散速度の数値を見れば,F☆☆☆☆から

F☆まで連続しているが,F☆☆☆☆とF☆☆☆

以下とに大きな違い，月とスッポンほどの差がで

■
目
■
１
Ⅲ
Ⅱ
１
１
１
１
Ⅲ
川
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

司

口森林バイオマス地域エネルギーの新展開著者:NPO法人SDG伊那谷森林バイオマス利用研究会
発行所：川辺醤林（公026-225-1561）発行52003.2A5判160p本体価格1,600円
口北の木と語る著者：西川栄明発行所：北海道新聞社（念011-210-5744）発行:2003.3B4判

127p本体価格2,400円
ロアジアにおける森林の消失と保全編者；井上真発行所：中央法規出版㈱(念03-3379-3861）発
行:2003.5A5判3241)本体価格2,800
口木とつきあう智恵編著者：エルヴィン・トーマ訳者：宮下智恵子発行所：㈱地湧社(a03-3258
－1251）発行：2003.5四六判264p本体価格2,500円
口生態学事典編集：巌佐雁・松本忠夫・菊沢喜八郎・日本生態学会発行所：共立出版(s03-3947
-2511)発行:2003.6A5判ソフト上製708p本体価格13,000円
口聞き書き山の親父のひとりごと編者：東京の林業家と語る会（羽鳥孝明･武田訓一･山口将毅）発
行所：㈱日本林業調査会(aO3-3269-3911)発行:2003.6A5判92p本体価格762円
ロ季刊/夏住む編著者：㈲編集座発行所：㈱泰文館（壷03-5225-6325）発行:2003.6四六判
176p本体価格1,143円
ロ森林ハンドブック2003年版編集・発行：棚日本林業協会(aO3-3586-8430)発行:2003.6四
六判293p本体mli格1,524円
口森林浴はなぜ体にいいか文春新醤329著者：宮崎良文発行所：㈱文藝春秋（公03-3265-1211）
発行:2003.7新書判1801)本体価格660円

［
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舎尾のテーマスギ材の乾燥下
木材の需要拡大に木材の乾燥を避けて通ることはできません。一筋縄ではいかないスギ材の乾燥一
いま試験研究，製材の現場ではどのような取り組み，課題の克服が行われているのでしょうか。また木
造建築における乾燥の規格・基準は…。前回と今回，じっくりとスギ材の乾燥について考えてみます。

■木材の乾燥と規格
～木材の乾燥を住宅建築関連法規に係わる視点から～

山田稔、
ー

＊やまだみのる／山田事務所
〒223-0062横浜市港北区日吉本町5-11-11

a045-563-6556(Fax兼用）
E-mail:BZQ16236@nifty.ne.jp

】

ての許容応力度について木材の性能として担保す

るためには木材の寸法を安定するために乾燥が必

要であります。また，建築基準法では「建築材料

の品質｣について，第37条で次のように定めてい

ます。

r建築物の基礎，主要構造部その他安全上，防

●まえがき●

木造住宅建築に関する要求性能の向上とともに，

法律，諸制度が新しく制定されてきています。こ

のため木造建築の構造材として木材の性能。品質

の明確化が要求されています。

このような視点から木造住宅建築に係わる法律，

諸制度につき建築基準法，品確法,JAS規格，消

費者契約法，公共建築物の工事共通仕様書等に基

づいて住宅建築における構造用木材の寸法の問題

を中心として検討します。

火上又は衛生卜重要である政令で定める部分に使

用する鋼材，セメントその他の建築材料の品質は，

国土交通省大臣の指定する日本工業規格又は日本

農材槻格に適合するものでなければならない」と

しています。木造住宅の構造安定に関して，建築

基準法施行令第89条において,構造計算のための

許容応力度の数値を定めています（表①)。

構造部材の耐久性に関し，建築基準法施行令第

●住宅建築に安全性を

求める建築基準法●

(1)木造住宅の構造耐力の安全性

建築基準法第1章総則「目的」には次

のように定めています(下線は筆者。以下

同じ)。

第1条「この法律は，建築物の敷地，

表①木材の繊維方向の許容応力度（令第89条）

許容応力度 長期応力に対する許容応力度

（単位kg/cm2)

圧縮｜引張り｜曲げ｜せん断種類

あかまつ,くるまつ,くいま
つ

構造，設備及び用途に関する最低の基準 75 60 95 8

を定めて，国民の生命，健康及び財産の
からまつ,ひば,ひのき,く
いひ
針
葉
樹

70 55 Ⅷ 7保誰を図り，もって公共の福祉の増進に

資することを目的にする」としています。 つが’べいつが 6515018517

木造住宅は構造耐力上安全であるよう

にすべきものとして(令第36条｢構造設

計の原則｣）構造計算が求められていま

す。この構造計算をするためには木材の

許容応力度(令第89条）により計算され

ます。このために木造住宅の構造材とし

もみ,えぞまつ,とどまつ，

べにまつ,すぎ,くいすぎ，

スプルース

60 45 75 6

*｢短期応力に対する許容応力度｣は長期応力に対する圧縮,引張り,曲げまた
はせん断の許容応力度のそれぞれの数値の2倍とする。
*広葉樹は削除

*建築基準法施行令第89条「木材」

⑬一林業技術No.7372003.8



表②針葉樹の構造用製材の規定寸法(JAS) 単位:mm

小口の短辺

15

18

21

24

27

30

3636139

39唾
45

60

75

90

105

120

135

150

180

210

240

270

300

木口の長辺

120

120

120構造用’

120

120

120

120

120

120構造用ll

120

120

120135150180210240270300

1201135150180210240270300

120135150180210240270300

135150180210240270300

150180210240270300

180210240270300

210240270300

240270300

270300

300

90

90

90

90

45607590

45607590

45607590

45607590

45607590

607590

7590

90

105

105

105

105

105

105

105

105

105

105

105

105

37条｢構造材の耐久｣において，「樅

造耐力上主要な部分で特に腐食又は 構造用’

摩損のおそれのあるものには，腐食，

謂一雑腐朽若しくは摩損しにくい材料又は

有効なさび止め，防腐若しくは摩損

防止のための措置をした材料を使月］

哩隙
即
釦
一
別

乃
一
乃
一
乃
一
妬

構造用|’しなければならない」としています。

このように木造住宅の構造安全性

を確保するために，安全な品質を保

持した木材製品を供給するために

｢針葉樹の構造用製材の日本農林規

格｣および｢集成材の日本農林規格」

があります。

(2)住宅室内における空気環境の安

全性

平成15年7月1R施行される改

正建築基準法に係わるシックハウス

対策について，厚生労働省の「化学

330

330

330

330

330

330

330

330

330

330

360

360

360

360

360

360

360

360

360

360

150180210240270

150180210240270

150180210240270

150180210240270

180210240270

210240270

240270

270

皿雌

河東について，厚生殉1珊営の！化字（資料：公共住宅建設工事共通仕様書）

物質室内濃度指針値13物質」があ注)構造用｜：甲種構造材のうち,木口の短辺が36mm未満の材および木口の短辺が36
mm以上で,かつ,木口の長辺が90mm未満の材をいう。

り，これに基づいてI~ホルムアルデ 構造用|｜：甲種構造材のうち,木口の短辺が36mm以上で,かつ,木口の長辺が90

ヒド対策として居室の内装制限」おmm以上の材をいう。

よび「クロルピリホスを含む建築材

料の使用禁止」等が建築基準法の改表③木材の含水率（エ事現場搬入時）

正により内装制限が定められていま

す。

改正建築基準法では建築材料のホ

ルムアルデヒド発散濃度の等級|X分

が定められ,これに対応してJAS規

格の係わる建築材料（合板，木質フ

ローリング,構造用パネル,集成材，

単板積層材等)のホルムアルデヒド！

備考A種 B種

構造材

下地材
20％以下 25％以下

全断面の平均の推定値とする

造作材 18％以下 20％以下

用する建築材料の仕様が決められ，次の工事仕様

書があります。

＊公共住宅建設工事共通仕様書

（公共住宅事業者等連絡協議会編集）

国土交通省住宅局住宅総合整備課監修

＊建築工事業共通仕様書

（柵公共建築協会編集）

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

これら工事共通仕様書において『公共住宅建設

ではJASマーク表示，またはJAS検査格付機関

の証明書によって品質が確認された木材を使用す

る」ことを定めてあります。

単板積層材等)のホルムアルデヒド放散等級区分

および表示が規定され,施行されています(平成

15年4月29日)。

このように「国民の生命，健康及び財産の保謹

を図り…」と建築基準法が定められていることか

ら木造住宅の構造安定および室内空気環境に係わ

る安全性等に関連し，新しい規定が定められてい

ます。

●公共住宅の構造材は

JAS表示製品を特定●

公共住宅を建築する場合，工事共通仕様書に使

林業技術No.7372003.8-⑨



表④完成引渡し時に120mm材寸を確保するための発注時寸法の例 単位:mm

発注先

製材工場・流通業者

プレカットエ場

含水率30％

身隠材化粧材

124～126126～127

123123

含水率20％

身隠材化粧材

121124

121121

含水率15％

身隠材化粧材

120120

120120

集成材

身隠材｜化粧材
'2p’’2p
1201120

(資料

注｜

注2

注3

:財住宅保証機構「木造住宅に関する寸法等のトラブル防止の手引き｣）

樹種はスギまたはヒノキ,含水率は木材受け入れ時の実測による数値,平衡含水率は15％,含水率1％当たりの収縮率
は0.21～0.26%,1カ月当たりの含水率の低下率が30～20%までは2%/月,20～15%までは1%/月とする。

発注先がプレカツトエ場の場合は,プレカット材を受け入れた後,上棟,構造検査まで05カ月,その後の完成引渡しま
で3カ月を要すると仮定。

含水率(30％）については乾燥が不十分な例で,完成引渡時に121ミリ角となり,さらにその後寸法が安定(含水率15
％）したときに120ミリ角材となることを想定している。

公共住宅建設工事共通仕様書において，以下の

ように仕様内容を規定しています。

「公共住宅建設工事共通仕様書は、公共事業主

体が発注する公共住宅建設工事における施工品質

の保持，契約事務の簡素化及び契約内容の明確化

を図ることを目的として定めたものである」（1章

一般共通事項1節r一般事項｣）

また，「木工事｣に関し｢JASの規格品と指定さ

れたものは，その規格に適合するもの又はこれら

と同等以上の性能を有するものも使用できる｣(12

章木工事.1節「一般事項｣）

そして木材の規格に関し「木材の規格の確認に

おいて,r日本農林規格」によるものはJASマー

ク表示，または,JAS検査格付機関の証明書によ

り確認する。「JAS検査格付機関の証明書」とは，

JAS規格格付検査を代行している「㈹全国木材組

合連合会及び連合会傘下の都道府県木材組合及び

棚北海道林産物検査会及び同各検査所が発行する

証明書のことである」とJAS製品を規定していま

す(表②参照)。

公共住宅建設工事共通仕様書は含水率について，

｢現場搬入時の含水率を構造材20％以下，造作材

18％以下｣と規定しています。また，建設工事共通

仕様書において，木材の含水率を次のように規定

しています。

r木材の工事現場搬入時の含水率は表③とし，

種別は特記による。特記がなければA種とする」

と指定されています。

公共住宅建設工事共通仕様書において，寸法に

ついて，木材の断面指定寸法の表示には「ひき立

て寸法」と「仕上がり寸法」の2通りあり9｢ひき

立て寸法」で表示されている場合の削りしろは，

片面仕上げの場合で3mm,両面仕上げの場合で
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5mm程度としています。

●木造住宅における構造材の平衡含水率●

木造住宅の構造材の含水率は，築後経過ととも

に気候条件により平衡含水率に達します。この場

合，未乾燥材は木材の含水率が低下するとともに

収縮します。

木造住宅の築後30～50年経過した構造材の含

水率測定調査の報告があります(資料：「品質・性

能向上技術開発事業報告書｣平成12年度，側日本

住宅･木材技術センター)。解体直前の住宅椛造材

の含水率について,埼玉県4例,長野県4例,岡山

県3例の測定結果はおおよそ次の報告があります

(注：含水率データはすべて全乾法により測定)。

イ．小屋組の梁・桁・母屋・小屋束

．………･……･…．．………………･12～13％

ロ．2階の柱・梁・桁………･…･…･12～13％

ハ．1階の柱･･･…．．………………･…13～14％

二・床下の根太・土台………………･15～20％

木造住宅で未乾燥材を構造材に使用した場合，

含水率が低下するとともに材寸の収縮が発生しま

す。この場合，木造住宅の構造計算は建築図面の

仕様に規定されている寸法に基づいて行われます。

このため築後経過において構造材の材寸が収縮

し，縮小することは当初の構造計算の前提である

木材の寸法の変更になります。また，材寸が収縮

することにより部位ごと柱と梁・桁など相互の接

合状態を変化させ，結果として木造住宅の構造耐

力を不安定にすることになります。

●品確法，消費者契約法等と

木材の乾燥による材寸の収縮●

平成12年4月「品確法｣が施行され，また平成



表⑤乾燥に伴う寸法の収縮および削りしろを見込んだ製材寸法の目安

含水率
15％

含水率
20％

未乾燥材
(製材時）

規定

寸法
含水率
25％

削りしろ

(mm)
収縮分
(mm)

削りしろ
(mm)

収縮分
(mm)

削りしろ
(mm)

収縮分
(mm)

削りしろ
(mm)(mm) (mm) (mm) (mm) (mm)

旧
一
旧
一
副
一
劃
一
訂
一
釦
一
舶
開
一
妬
一
即
一
乃
一
即
一
順
一
剛
一
価
一
剛
一
剛
一
迦
即
一
加
一
汕
知
一
ｍ

晒
一
晒
一
那
一
幽
卸
一
叩
一
和
岬
一
皿
恥
一
繩
一
恥
一
ｍ
｜
瞬
一
胆
皿
卿
一
恥
一
辿
堀
一
畑
、
凧

叱
匹
叱
叱
旧
一
旧
一
Ⅲ
｜
、
｜
叩
順
一
咽
一
咽
罰
一
距
諏
即
一
訓
一
妬
一
岻
一
顕
一
即
加
妬

価
蠅
一
睡
鞆
鄙
一
郷
一
繩
一
帖
一
妬
卸
一
加
一
蠅
皿
即
一
岬
皿
雌
一
迦
跡
一
塒
一
艸
凧
和

叩
叩
一
Ⅲ
｜
叩
一
，
一
ｍ
一
順
一
幅
胴
即
一
亜
串
訓
一
踊
一
叩
妬
一
即
一
顕
一
恥
一
雨
一
叩
一
恥
叱

順
一
順
一
嘔
一
叩
一
匹
叩
一
Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
川
一
順
一
即
一
即
一
甑
一
距
一
叩
一
妬
一
塑
型
即
一
印
一
ｍ
元

価
一
蠅
一
恋
一
卸
一
卸
一
晒
一
卸
一
卿
一
仙
一
岬
一
伽
一
血
脈
一
酢
一
岬
一
皿
蹄
一
郵
一
鋤
一
郷
一
畑
皿
蜘

Ⅲ
汕
一
却
一
翫
一
班
一
却
一
繩
一
細
一
郷
一
皿
耶
一
蠅
一
艸
一
皿
一
血
砥
一
雌
一
恐
一
郷
一
蜘
一
獅
鞆
一
恥

ｕ
順
一
皿
嘔
辿
即
一
凹
型
型
即
一
辿
辿
型
型
埋
妬
一
亜
皿
岻
一
陣
一
山
価
厩

皿
叩
一
匹
ｕ
Ｊ
ｍ
－
ｕ
咽
一
価
一
配
一
型
型
型
如
一
型
型
迎
妬
一
叩
一
服
唖
順
而

辿
皿
叩
一
幅
一
嘔
迎
型
印
凹
型
即
一
亜
辿
媚
一
即
一
皿
加
一
即
皿
ｍ
Ｍ
－
Ｕ
剛

哩
距
而
一
晒
一
叱
川
一
ｍ
｜
Ⅲ
Ⅲ
嘔
罰
一
節
壁
即
一
躯
亜
妬
一
即
即
一
亜
亜
距
叩

注：この収縮は気乾密度0.6(g/m3)未満の一般的な材で,かつ,木材の接線方向を基準としている。
資料：『平成10年度,国際化対応強化事業報告書」財日本住宅・木材技術センター

13年4月には｢消費者契約法｣が施行されました。

｢品確法｣において，住宅の基本構造部分について
かし

暇疵担保責任期間が10年間義務化されました。

｢消費者契約法」において,消費者にとって不利益

になる情報の告知がなされていない状態で締結さ

れた契約の取り消しを可能とするものであります。

消費者契約法の施行により，木材寸法に関する

1､ラブルを防止するため『木造住宅に関する寸法

等のトラブル防止の手引き』が側住宅保証機構か

ら発行されています。その手引きの内容は木材の

含水率に対応して材寸を確保するものであります

(表④)。

未乾燥材や乾燥の不十分な製材品を木造住宅の

構造材として使用した場合，木材の乾燥による収

縮によって歩減りが生じ，寸法が収縮し，建築設

計時に見込まれた木材寸法が確保できなくなり，

当初の構造計算の材寸とは異なる場合があります。

このような乾燥に伴う木材の歩減りを生じさせな

いために，乾燥に伴う収縮分や削りしろ分を見込

んだ製材品が必要であります。

木材の乾燥に伴う材寸の収縮および削りしろを

見込んだ製材寸法を示しています(表⑤)。この数

値は再加工後の製材品の寸法が「規定寸法」を確

保できるように計算されたものであります。

かし

●木造住宅の構造材の寸法に係わる暇疵●

品確法における暇疵担保責任の施行により，木

材製品に対する評価が変化しています。木造住宅

の製材品の寸法問題を欠陥住宅の裁判事例に基づ

いて検討します。

暇疵担保責任を求められる品碓法において，木

造住宅の構造材はJAS規格に適合すべく格付け

された製材品，および品質を担保された製材品を

使用することが必要であります。

(1)木造住宅の「筋交い材」の寸法と暇疵

木造住宅に使用した構造材の寸法に係わる裁判

事例として｢損害賠償請求事件，大阪地裁昭和56

年(ﾜ)第370号,大阪地裁昭和59年12月26日判夕

第548号8（控訴)」があります。

この裁判所の判断は木造住宅に使用した構造用

木材の寸法が建築基準法施行令に規定する寸法基

準を満たしていないとして，当該木造住宅の構造
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材に暇疵が存するとしています。

判決理由において，木材に係わる「通し柱の腐

朽」「管柱のねじれ」「小屋組の梁材の不良品」な

どについての問題もあり，これらの欠陥のうち木

材寸法について，「筋交い材」に暇疵を指摘され，

判決主文で次のように記述されています。

「筋交い材」について，当時の建築基準法施

行令45条2項では，筋交い材は10.3cm×3.4

CInの木材でなければならないことになる。請

負契約では筋交い材として8.7cm×3.0cmの

木材を使用することになっている。本件工事で

は10.0cm×2.8cmの木材が使用されている。

木造軸組の筋交いは専ら圧縮に対するもので

あるから，材の厚みは座屈に抵抗する大切な要

素であり,断面二次モーメントを計算すると,現

況使用材及び本件請負契約の木材の性能は，法

令の規定する材より劣ることが認められている。

法令に違反する筋交い材の設計・施工がなさ

れているのであるから，筋交い材の設計及び施

工の暇疵があるというべきである。

また，その他の部材について，一般市場が日

本農林規格による標準寸法より2ないし3ミリ

メートル小さいことを考慮して本件建物の各部

の寸法が定められていること。
かんな

部材は，これを鉋かけして仕上げたうえで用

いられているから，各面1ないし1．5ミリメー

トルの減損力認められること。しかし，使用材

は鉋かけによる減損を考慮しても，なお小さく

標準寸法において1ランク小さい材が使用され

ている。

木材の品質において約定よりも劣るものが採

用されているのであるから，部材の施工に暇疵

があるというべきである」

このような欠陥住宅に係わる裁判所の判断から

｢木材寸法｣を考えると，契約時の設計図書記載の

木材寸法が建築関連法規に照らし，木造住宅の構

造耐力を計算されたものであることを指摘してい

ます。したがって，木造住宅の構造耐力を担保す

る木材寸法は，設計図書に記載された設計寸法で

あって，木材業界で呼称している｢挽きたて寸法」

ではないことであります。

(2)木造住宅の「野縁・間柱」の寸法と暇疵

⑫－林業技術No.7372003.8

木材の品質等について木造住宅の構造安全性に

欠けるとして，請負代金の新築契約代金における

8割相当の金額が支払われた和解事例があります

(損害賠償請求事件奈良地方裁判所昭和57年(ﾜ)第

214号奈良地裁(ﾜ)第418号,平成元年5月和解成

立)。

本訴請求の原因に係わる木造住宅の欠陥の存在

として，構造用木材の寸法が取り上げられていま

す。

木材の寸法に関して「約定下地材や仕上げ材な

どの欠陥」として；

イ）野縁材寸の不足

確認申請図書矩計図によれば，使用されるべき

野縁は40mm×43mmのところ，現状施工材寸

は32mm×34mmの材料に手抜きされている。

ロ）間柱材寸の不足

確認申請図書矩計図によれば，間柱の寸法は

102mm×102mm角と明記されている。しかる

に，現状施工の間柱材寸は25mm×55mmに手

抜きされている。

「本件建物の主要構造部材は，設計図書の寸法

に大I隅に欠落し，また日本農林規格の許容誤差の

範囲を大幅に欠落し，木材に農林規格適合品の表

示もなく，これら全て規格外品である」としてい

ます。また，これら部材の断面積不足の意義を材

料の安全性の欠落(建築基準法第37条違反）とし

て説明しています。

このような欠陥住宅裁判事例から，確認申請図

書に添付された図面に記戦された木材寸法により，

また日本農林規格に基づく木材寸法によることが

必要であります。（資料：『欠陥住宅紛争の上手な

対処法』澤田和也著平成8年5月民事法研

究会）

●針葉樹の構造用製材のJAS規格●

平成13年11月30日r針葉樹の構造用製材の

JAS規格｣の一部が改正されました。この改正に

おいて，乾燥材の含水率基準の見直し，乾燥材区

分に対応した寸法基準の見直し，強度評価に関連

する曲げヤング係数の測定方法の見直し，節の基

準の見直し等が行われました。

(1)乾燥材の区分と含水率基準



表⑥乾燥材の区分と含水率基準

含水率基準乾燥材の区分と表示方法
I

乾燥材の区分について，「仕上げ

材」を最終製品として使用すること

が可能な「材面調整を行い，寸法仕

上げしたもの」と，「未仕上げ材」と

して工場出荷後再加工して使用する

ことを前提とした「寸法仕上げしな

いもの」とに区分されています(表

⑥)。

「仕上げ材」は最終製品として使

用されることを前提としているため，

高い寸法安定性が要求されるため，

含水率20％以下と含水率15％以下

の2種類あり,表示記号がSD20(含

水率20%以下）とSD15(含水率

15％以下）となっています。

「未仕上げ材」は出荷後に再加工

して使用式ることを前提にしている

ため，含水率25％以下(D25)を定

めています。

(2)乾燥材区分と寸法基準

乾燥材の用途区分が「仕上げ材」

と「未仕上げ材」とに区分されたこ

とに関連し寸法基準について別途に

定められてります。

15％以下

20％以下

仕上げ材 SDI5と表示するもの

SD20と表示するもの

15％以下

20％以下

25％以下

未仕上げ材 D15と表示するもの

D20と表示するもの

D25と表示するもの

注:Dは乾燥材1SDは寸法仕上げした乾燥材

表⑦構造用製材の寸法精度に関する基準

表示された寸法と測定した

寸法との差(mm)
区分

辺長75mm未満

辺長75mm以上

０
０
一
一
一
一
０
５
十
＋

什卜げ材

木口の短辺

および

木口の長辺

辺長75mm未満

辺長75mm以上

｜
Ｈ
Ｈ

Ｏ
Ｏ
一
一
一
一
０
５

未仕上げ材 +1

＋1

＋2

＋3

未乾燥材 辺長75mm未満

辺長75mm以上

＋制限なし～－0材長

(工事共通仕様書),JAS規格，また欠陥住宅の裁

判事例等から検討しました。

木造住宅の構造材は構造耐力の安全性を確保す

るためにr設計図書記載の寸法」が気候条件に対

応して必要であることであります。

伝統的には木材の品質が外観品質を評価し，価

格選定されてきましたが，新しい住宅建築から法

律が改正され，これらに対応して規格も改正され

ています。このために木材の性能・品質を明確化

することが要求され，そして木材を乾燥すること

により，木材寸法を安定化することが社会的な要

請として必要であります。

「規定寸法」は仕上げ材のみに適用され，未仕

上げ材，未乾燥材について，その後の収縮によっ

て所要の寸法を確保することが難しいという問題

があり，標準寸法を適用することになります。

また，設計計算により必要とされた寸法で構造

用として適当であると認められた寸法を認定寸法

としています。この認定寸法は一般的には契約当

事者の相互の合意において決められるものであり

ます。

寸法精度に関し，乾燥材の区分に対応して精度

が定められ，表示された寸法と測定した寸法との

差が，区分ごとに表示された基準以下であること

が必要であります。

●まとめ●

建築法規の観点から，木材の乾燥の必要性が木

造住宅の構造材として安全性を求める「寸法」の

ことであることを建築基準法，品確法，公共建築

注記：本報告は下記の報告書を引用し，また加筆して
構成しました。

①『わかりやすい品質・性能・表示マニュアル』棚全
国木材組合連合会，平成14年2月

⑧「健康で安全な家づくりのヒント・ポイント」㈹全
国木材組合連合会，平成15年3月

林業技術No.7372003.8-⑬



今月のテーマ：スギ材の乾燥下

■製材現場におけるスギ,ヒノキ
構造材の乾燥方法について 肇

卜

零
一
（

“
《
一。
！

池田禾ﾛ行＊
＊いけだかずゆき／院庄林業株式会社相談役

〒708-0013岡山県津山市二宮22
a0868-28-2111,FaxO868-28-2110

な努力を積み重ねなければならない。山林所有

者・素材業者・流通業者．加工業者・大工工務店

等，それぞれの立場で最善の方法を見つけて努力

しなければならない。

国産材の無垢物は耐久性にも優れ，強度面，健

康部材と多くの優位性を持ち合わせている。また，

集成材と比べてリサイクル時にも非常に扱いやす

い部材である。長期的立場に立って，たゆまぬ努

力を繰り返しな力封ら国産材を守ってもらいたいも

のである。

最近，良質の乾燥材が全国各地でよく売れてい

る，という話を耳にすることが多くなった。真面

目に乾燥に取り組んでいる地域，あるいは製材所

の努力が評価され始めた｡本当に喜ばしいことで

ある。私どもの会社にあっても，大方の商品が含

水率20%をクリアしている。おかげさまで，物に

よっては欠品の出るような状態が続いている。国

内の乾燥機の数が現状の3倍くらいになれば,国

産材の出番が比較的早くやってくるのかもしれな

い。早くそのような状況になって，素晴らしい国

産材の復権を目の当たりにしたいものである。

スギ柱材乾燥のための

製材時軍臺選別とその方法

わが国の人工林の大半を占めるスギは，高含水

率で水分のバラツキが多いことから高品質な乾燥

材生産が難しく，建築用構造材として狂いの小さ

い乾燥材の生産が少ないの力:現状である。住宅の

性能表示，暇疵補償問題等の責任が問われる中で

の木材乾燥は，精度の高い製品が要求される。ま

はじめに

平成12年4月に施行された住宅の品質確保の

促進等に関する建築基準法の改正力滞り定され，住
かし

宅の完成後の暇疵補償に問題を起こさせないため

に構造材の質の高い乾燥が急務となった。かつて

木材業界では水分管理のよくない乾燥材が多く，

乾燥グレードの悪い製品が多数出回り，高品質の

家造りを目指すハウスメーカーは乾燥のよくない
むく

無垢の櫛造材から狂いの出ない構造用集成材に大

きくシフトし，取り返しのつかないことになって

いる｡柱関係ではすでに70%ぐらいのものが集成

材になっている。また，横架材も米松の無垢材が

大きなウエイトを持ってはいるが，集成材が急に

大きく伸び始めた。

戦後，日本中で懸命に植林がなされ，何とか柱

の取れるまでに成長して，いざこれからというと

きに，木材業界の乾燥とJAS,いわゆる品質管理

に対する認識の甘さによって大きなマーケットを

失いつつある。品碓法の制定の前年あたりから，

筆者は大量の良質の乾燥材の供給ができなければ

大変なことになると警鐘を鳴らしたが，業界の大

半の人たちはこのことがそれほど重要なことのよ

うに受け止めず，品質管理の大切さに気がつかな

いで，今日のような国産材の大I偏な落ち込みを迎

えてしまった。大変に残念なことである。しかし，

このまま手をこまねいていては，ますます国産材

のマーケットが落ち込んでいくことは火を見るよ

り明らかである。国産材の火を消さないためにも，

全国のあらゆる関係者がこのことに気付いて大き
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表①重溌区分の設定

蛮壷設定初期設定材種・寸法 菫罷区分

軽い材

牛痛材

重い材

４
４
０

２
２
３

0kg以下

1～30.0kg

1kg以上

26

27

29

9kg以下

O～29.5kg

6kg以上

Ａ
Ｂ
Ｃ

スギ

115×115×3000mm

た，未乾燥材の需要は激減するとの思いから，

乾燥材の仕上がり含水率の精度を高めて品質

安定化を図り，同時に乾燥コストの削減を図

る目的で，製材時に重量による材の選別をし，

グループ分けして乾燥する方法の開発を行った。

(1)重量選別の方法

製材直後にライン上で重量センサーにより

重さを測定し,115mm角と133mm角別に

それぞれ3区分にして，区分別に乾燥を行っ

ている。

秋から冬にかけての材と，春から夏にかけ

ての材では，辺材の含水率に違いが見られた。

春から夏の材は辺材の含水率が高いため，重

いグループの比率は高くなる。しかし，辺材の水

分は乾燥しやすいものであるため大きな問題には

ならない。重いグループについては，さらに心材

率と黒心材の要素を考えた選別を行うことを考え

なくてはいけない。

●わが社の乾燥設備（製材事業部のみ）

木屑専用ボイラー:2t,1基，蒸気式，除湿

式，中温乾燥に対応（このボイラーではお湯

を循環させて,中温乾燥機4基を賄っている）

木屑専用ボイラー:4t,1基,高温乾燥機8基

を賄っている

油焚きボイラー:1t,2基,高温乾燥機2基と

中温乾燥機の応援

高温乾燥機:30m3,2基，熱処理(セット）専

用に使用している

高温乾燥機:50m3,8基，高温乾燥専用

蒸気式乾燥機:100m3,7基，中温乾燥専用

蒸気式乾燥機:50m3,4基，中温乾燥専用

蒸気式乾燥機:30m3,5基，中温乾燥専用

弱減圧式:30m3,1基,断面の大きいもの専用

高周波減圧式:6m3,1基,断面の大きい高級

材専用

●わが社の商品椛成

桧製品:3m管柱ならびに化粧柱,4m土

台・柱・大引きならびに化粧物

6～9m通し柱,大黒柱ならびに化粧

柱

２
３
６

３
３
３

9kg以下

O～35.9kg

0kg以上

Ａ
Ｂ
Ｃ

婆い材

中庸材

菫い材

32

32

40

0kg以下

1～40.0kg

1kg以上

スギ

133×133×3000mm

A軽い材

B重い材

22.0kg以下

22.1kg以上

26.0kg以下

26.1kg以上

ヒノキ

115×115×3000mm

A軽い材

B重い材

310kg以下

31.1kg以上

33.0kg以下

33.1kg以上

ヒノキ

133×133×3000mm

＊心材率は重量測定時に元口と末口のカメラ画像をパソコンに
取り込み,画像処理することにより算出した両木口の心材率の
平均値をその材の心材率とする

3～4m大黒柱

社寺仏閣用材および特別注文材

内装材・建具材・羽柄材・造作材

杉製品:3m管柱,4mモヤ,6～9m通し柱

3～12m桁・梁材

内装材・羽柄材・特別注文材・造作材

●主製品の加工ならびに乾燥方法

檜土台：高温乾燥の後4面モルダー仕上げ

檜管柱：背割り材は中温乾燥の後4面モルダー

仕上げ

背割り無し材は高温乾燥の後4面モル

ダー仕上げ

4面切溝柱は中温乾燥の後4面モルダ

ー仕上げ

檜通し柱：背割り材は中温乾燥の後4面モルダ

ー仕上げ

背削り無し材は高温乾燥の後4面モル

ダー仕上げ

桧造作材：内装材等は中温乾燥が主体

杉管柱：高温乾燥が主体

杉桁・梁：高温乾燥が主体

(2)乾燥コストの低減化について

諸外国と比較して，わが国の乾燥コストは2

～3倍の高さである。その理由は,日本は人件費・

電気・油などが高く，また購造材のように断面が

大きく乾かしにくいものなどがあるなど，単純に

比較できないこともあるし，設備的にも小型のも

林業技術No.7372003.8-⑮



当社での重量選別と高温乾燥（心持柱背割り無し・「乾太郎｣）［写真①～④］
一一句

一

課
■一

一

ー

一

樋旦画
一

一
過

一一可ー L
一

画
一
』
画

一
三

＝

■今津－W
一

色一一一｡一 叩
卯
Ｍ
郵
腰
０

一
一

一
』
ｄｌ

写真①重愚センサー通過後，グループ分けされてこの棚に入る

一
一
劃
『
ロ
降
り
？
日

壺

ｊ
』

マーーー－
ー

Q

j

冨
豊

蟻
一口囚か

｜，ミー
童h‐”－

口壷■。 饗雲壜1
〆
一

二
ユ

一

●

ワー
垂

Ｇ

一

一

●

◆

一
ｂ

－

ｐ

ｃ
単

』
グ

ー

ロ
ー

●

七

色

一
ｍ
角
一

Ｇ

一

｜
’

ー
一
一

ロ

ー■■■

一
一 一一

一で弓
●

－■■■＝ ＝ー合唱

一

写真②重量選別機から取り出して自動桟積を行う

のが多く， 単位当たりの乾燥コストを安くできな 起こるため，装慣の改善も必要になってくる。

乾燥機本体が高illiなものなので，短期間に言

の設備が難しいため，わが社では28基中17ヨ

自社製作とした。ラフな乾燥機ではあるが市1

いなどである。

これらのことを解決するためには多くの努力が

必要である。例えば，燃料を油から工場廃材など

に切り替え，廃材の片付けとカロリー供給を同時

に行うことによりエネルギーコストの大幅削減を

図る･また一方では，乾燥コストの削減のため，

小規模の乾燥機から中規模・大規模の乾燥機に切

り替える。しかし大型乾燥機になると乾燥ムラが

乾燥機本体が高illiなものなので，短期間に多数

の設備が難しいため，わが社では28基中17基は

自社製作とした。ラフな乾燥機ではあるが市価の

約30％のコストで完成した｡この乾燥機をフル稼

働させることにより，当社の乾燥の比率が大I偏に

高まった。今では主力商品は100%近く乾燥材で

ある。

乾燥コスト自体は下げることに成功したが，含

⑯一林業技術No.7372003.8



写真③久米工場の高温乾燥機8基。入口と出口が別にある
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写真④乾燥後，4面モルダー最終仕上げされた「乾太郎」

燥方法に出合った。厚み40mm幅150mm程度

の板を120度の高温で18時間乾燥し，含水率10

％までに乾かしており,50m3の乾燥機2基で毎

R100m3の乾燥材を生産していた｡他社の乾燥施

設で140度とか160度で乾燥しているという話を

聞いて，いろいろな会社を訪問したが，梱包材程

度のものを120度以上で乾燥，一般の建築資材な

どは120度以下で乾燥していた。120度が木材の

劣化のボーダーラインのようなニュアンスの話を

水率を15％以下に落とそうとすると材の狂いが

大きくなるものが増えて商貼としてのロスは大き

くなる。しかし,そのロスが出ることにより商品の

信用は高まるのである。これからはロスを最小限

に食い止めるノウハウの蓄積が大切になってくる。

(3)高温乾燥への取り組み

平成6～7年ごろ，ニュージーランドでの仕事

で約2年間毎月出張していたときに，ラジアータ

パインを主体とする板材を高温で短II寺間に行う乾
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あちこちで聞いた。それと前後して，北海道のメ

ーカーの高温乾燥機30m3を平成6年の暮れに契

約した。しかしメーカーの話とは裏腹に，なかな

か約束どおりの乾燥にはならず，乾燥機の改善に

多くの時間を費やした。このころは熱処理，いわ

ゆるドライセットの方法も知らず，杉の柱の中央

を4面インサイジングしたものをこの乾燥機で乾

かしていた。長時間高温で蒸煮，乾燥を行うと木

材の劣化を起こすことがあるので気をつけなけれ

ばいけない。

現在当社で行っている高温乾燥は，熱処理によ

りドライセットをかけて木材の表面を割れの起こ

りにくい状態にした後，乾燥工程は100度以下に

温度を~|くげて7～8日で乾燥している（当社では，

スギ・ヒノキの心持柱背割り無しの乾燥材「乾太

郎｣を製品化。写真①～④を参照)。4～5年前ま

では，背割り無しの心持ち材が現在のようにほと

んど割れないで乾燥するとは，木材にかかわるだ

れもが考えていなかったはずである｡平成12年ご

ろよりドライセット処理された高温乾燥材が市場

に姿を現した。蒸煮を高温で長時間行った後，高

温低湿で熱処理をしてドライセットがかかった段

階で高温低湿の乾燥工程に入るわけであるが，当

時の乾燥材を想定すると，材面が黒く木材の成分

が少し減少したような，本来持っている香りが薄

く木材が少し劣化したような物であった。木口を

よく見ると，乾燥中に高温を長時間使ったと見ら

れる内部割れが見られるような製品が多いのに気

がついた。乾燥関係でメーカーとして特に気をつ

けなくてはならないことは木材の劣化である。外

面から見えない内部割れには特に気を使い。建築

使用後に榊造体の安全性を確保しなければならな

い。そのことが，物造りを行うメーカーとしての

責任である。乾燥期間の短縮を行うことによるト

ータルコストの削減をだれもが望むところではあ

るが，木材に大きな劣化を与えてまで乾燥するこ

とがあってはならない。しかし，最近の乾燥は日

進月歩で，メーカーさんがよく勉強され，段々に

いい乾燥ができつつあり，喜ばしいことである。

わが社の高温乾燥も2年ほど前から本絡的に取

⑱－林業技術No.7372003.8

り組み，まず乾燥機の改良から始めた。熱交換率

が高く内部の諸条件にバラツキのないことを目標

とし，ほぼ理想に近い乾燥機に改善できた。最初

のころは思考錯誤を繰り返し，諸先輩を訪問して

いろいろと教えていただきながら，曲がりなりに

も何とか質のよい乾燥にこぎつけた。開発中に諸

条件整備を計画して一歩でも前に進むように考え

た。原木に対する気遣いをはじめ，粗挽き材の保

護，重量選別によるグループ分け，乾燥中の温度，

湿度の管理，乾燥後の養生などについて本気で考

え，妥協を許さない確固たる気持ちで取り組んだ。

結果，乾燥機改良後第1回目のテスト乾燥で，内

部.外部とも割れのない，含水率も20%をクリア

した理想に近い乾燥ができたのである｡

終始一貫し，神経をとがらして信念を貫き通し

たいと考えていることは，木材の劣化を最小限に

食い止める乾燥でありたいということである。し

かし，高温乾燥が心持ち構造材の決定版とは考え

たくない。現在は，高温でドライセットだけかけ

て高温乾燥の釜から出し，大型の中温乾燥機に詰

め替えて乾燥する方法を一部で研究をしている。

全体の乾燥機の効率を高めるためである。私は従

来から，乾燥は減圧熱風乾燥が最善の方法ではな

いかという考えを持ち続けている○材を劣化させ

ることなく，比較的穏やかな乾燥になるように感

じているからである。

このような規模とノウハウで木材乾燥に取り組

んでおり，最高のレベルを追求するつもりで毎R

努力しているが，いろいろな条件がめまぐるしく

変わるためその変化に対応することが難しく，い

つまでたってもこれで完成ということにはならず，

木材乾燥は終わりのない仕事なのだと考えるよう

になった。

本来なら木材乾燥を卒業したいとの思いもある

が，世の中のレベルに遅れることなく何とか少し

でも研究を重ね，また諸先生に教えを請いながら

頑張っていきたいと考えている。今後ともご指

導・ご教示をお願いしたい。



第49回

林業技術コンテスト

～発表要旨亘

日林協が主催するく林業技術コンテスト＞は本年第49回を迎えました｡今年は

5月27日に主婦会館プラザ･エフ麹町（東京･四谷）で開催され，森林管理局・
分局支部，県支部からの推薦による18件の発表が行われました。

,本コンテストは，林業の第一線で実行や指導に活躍さ

れている技術者の皆様が，それぞれの職域で業務推進

のために努力され，そこで得られた貴重な成果や体験

を発表していだだく場であります。本会では，これら
の発表の成果が，関係する多くの方々の業務の中に反
映されていくことを願って毎年開催しています。

第49回林業技術ｺﾝﾃｽﾄ｜林勤ﾃ長官賞’

今回の審査では，「林野庁長官賞」3件，「日本林業技

術協会理事長賞｣4件が決定し，受賞者は，翌28日の
日林協総会席上で表彰されましだ。

今回18件の全発表内容(要旨)については，今月号と
次号の2回に分けて紹介していきます。

侭
一

誰澄’…~－
ぞ､逸

胆

，

奴／ぞ（，一

席

一.．誼

Bitterlich法を応用した測定器材の

開発一簡便な傾斜角の補正手法の構築一
駁るみりゅうじ

東北森林管理局青森分局岩手北部森林管理署浄法寺森林事務所森林官鳴海隆司

開発の背景

林分蓄積を推計する手法であるBitterlich法は,傾斜

林分では傾斜角補正を必要とする。そのため，同法を

応用したKスケールは傾斜に応じて腕を伸縮して傾斜

角を補正する必要があるなど，構造上の問題がある｡

そこで,Kスケールの問題を検証しつつ,傾斜角の補正

に関し一定の精度を保ち，かつ簡便に林分蓄職を推計

する理論を構築し,その理論を踏まえた｢安代式スケー

ル」を試作・実証したので，その結果を報告する。

Kスケールの改善方策

●傾斜角の補正（傾斜角平均値ならびに補正係数）

調査地点から見た傾斜角は調査者の向きにより変化

することから，斜而上・下部方向の傾斜角（以下，鍍

大傾斜角）をもとに，次に示す式を用いて傾斜角の平

均値（以下，傾斜角平均値）を求めることにより，傾

斜林分の傾斜角を一律に袖派することとした。

傾斜満平均値瓠蝋'sin-'(sin:xsinj8)daf
α：調査地点を中心に斜面上部を見渡した際の斜

面横方向（傾斜角0．の方向）とのなす角度

β：最大傾斜角

なお，最大傾斜角ごとの傾斜角平均値，ならびに傾

斜角平均値の余弦値である袖正係数等は表①のとおり

である。

●指標の安定性

次に示す式により，調査者の腕の長さに応じた傾斜

角ごとの指標幅を用いることとした。

d=4lr/100

1･:IIから指概までの長さ

d:指標の大きさ

ただし，断面職定数(K)=4の場合

平均傾斜伽を用いた測定法では，鹸大傾斜角20.未

淌の林分のha当たり蒋職は，水平林分と比較して誤差

5％の鮠1曲|内となることから，安代式スケールに用い

る指標は,①0｡～19.用,②20.用,③30.用,④40・用，

の4稲類とした（表②)。

●林分蓄積の算出

計測されたカウント数と平均樹高よりha当たりの

蓄枇を求める「換嫌表」を添付することで，調査地点

においてilTちにha当たりの蓄砿が確認できるように

林業技術No.7372003.8-⑲



表①傾斜角ごとの傾斜角平均値ならびに補正係数

35 40 45最大傾斜角（γ・） 0 15 20 25 30

傾斜角平均値(yaV｡) 9.5 126 15．7 18.8 218 24.7 27.60

0.93 0.89補正係数(cosyaV) 1 099 0.98 0.96 0.95 0.91

補正後の胸高断面積合計
(最大傾斜角0.を1とした場合）

0.97 0.95 0.93 0.90 0.86 0.83 0.791

舗正係数は傾斜角平均値の余弦値である

補正後の胸商断面積合計はha当たり蓄獄と比例する

注1

2

表②最大傾斜角と腕の長さごとの指標幅（単位;cm)した。

●指標の視認性

スケールの下部を高輝度LEDで照らすことに

より視認性がよくなるようにした。

安代式スケールの試作

Microso[tExcelのグラフ機能を用いて腕の長

さを入力することにより，適切な指標が表示され

るワークシートを作成するとともに，カウント本

数および平均樹高から林分蓄積堂を推計する換算表を

作成した（写真①)。

OHPシ－1､に印刷した指標ならびに換算表をクレ

ジットカードと同寸のアクリル版(下部に高輝度LED

を装着）に貼り付け，裏面には最大傾斜角の測定目安

を貼り付けた（写真②)。

実証試験

傾斜角が0｡,20｡,30．の3調査地において,職員6名

により安代式スケールならびにKスケールで調査を行

腕

55

220

2.15

208

200

帳
可
一
一
加
一
却
而
一
加

さ
－
開
一
一
加
一
翻
一
恥
一
郡

刀
一
一
卿
一
輌
一
繩
一
郷

乃
一
畑
一
恕
一
郷
一
ｍ

妬
一
一
価
一
価
一
価
一
噸

50

2．00

195

189

1．82

州
一
羽
一
打
一
灯

最
大
傾
斜
角

い，カウント数ならびにカウン}､に要する時間を3回

ずつ測定した。なお，カウント数の基準値はデンドロ

メーターをﾙjいて測定した。

実証試験の結果は表③のとおりであり，安代式ス

ケールによる測定結果はデンドロメーターによる基準

値と比較して，極めて高い精度であった。また，特に

傾斜角の大きい林分においては,Kスケールによる測

定値よりも正確な測定結果が得られることが実証され

るとともに，測定結果のばらつき（標準偏差）もKス

両面蝿！1国幽廿鋤寸【岬、嘘琿；国罰臨剥 L－

""Wimg零国掴壷唾塾_食鍜鍵鎚鱗騨溌雛鐙雛賂工‘〃･勤・v鋤,.“・凱噸呵り”-~~ー且ニーロー－-三二一_

．F6

！
n西'F勘訟､認諏

AB域DIEIF侭lH脚い'郷L“剛･間_PlQ．！R'1重iTリヨ

算
斜
指
鐸
画

伯
恒
恒

－ﾛ■‐■一■一

1，1F畳孟菖x側夏HⅨ入園嵐■垣蔓”三厘鐸hか一生'-+H＆4“礎yM

野4砂“…ず"｡､､ご含量里型豊り．･鐘･△･=咳薑｡d′ 屋一国Uー

重ﾕ燈lRl 竃鐸避I $＆”

写真①MicrosoftExcelのワークシート 写真②安代式スケール（前面）
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表③安代式スケールの調査精度等（平均値）

測定時間（秒）カウント数（本）

デンドロ
メーター

安代式
スケール

Kスケー

ル

安代式
スケール

Kスケー
ル

デンドロ

メーター
(基準値）

傾斜角
ケールによるものに比べ小さくなることが判

明した｡加えて測定に要する時間についても，

安代式スケールがKスケールならびにデンド

ロメーターを用いたものに比べ優位にあった。

総括

安代式スケールの精度ならびに効率はKス

ケールに比べ極めて優位にあることが実証さ

れた。また，安代式スケールは製作コスI､が

千円程度にとどまること,Micl･osoftExcelに

作成したワークシー1､により各人の体格に応

じた指標等が極めて短時間に作成可能なこと

からも，今後の林分蓄積把握器材として極め

て有効に機能するものと考える。

106
(＋145）

43
(－）

68

(＋57％）ｊ
７
％
刀

・
８
０

９
－
“
く

105
(一）

99

(－6％）
〈089〉

0。

185

(＋274）
49

(一）

49

(士0％）
97

(－7％）
<0.70>

10.5

(一）
10．5

(土0％）

〈0.56〉

20,

230

(＋293）
59
(－）

70

(＋20％）
18.0

(一）

18．0

(±0％）
〈0.88＞

16．8

(－7％）
〈1.78〉

3『

注：1.カウント数における（）密きはデンドロメーターによる基準
値との誤差(％）である
2.カウント本数におけるく〉番きはカウント数の標準偏差である
3.測定時間における（）書きは安代式スケールに対する比較
（％)である

｢曰奉林業技術協会理事長賞’第49回林業技術コンテスト

愚
チャコールロード六角ブロックの開発について 妙

■当忌油
ひょうどうみつよし

兵藤充祥

一間伐材の有効利用への取り組み事例一

愛媛県森林組合連合会森林保全部森林保全第一課兵藤充祥
保全第二課久保博樹

おり，足場丸太を皮切りに杭やウッドブロックなどの

土木資材,東屋や木製階段,パーゴラなどの公園施設，

そして近年開発した木製化粕型枠のウッドグッドやス

ギチップ炭を利用して歩道を舗装するチャコールロー

ドなどがある。今回の発表は，そのチャコールロード

をさらに改良した間伐材利用製品の「チャコールロー

ド六角ブロック」についてである。

チャコールロード六角ブロックの開発

●施工地の概要

施工地は，県都松山市の南東に位置する温泉郡重信

1111上林の生活環境保全林である。このk林は,IⅢケ嶺

連峰県立自然公園に隣接し，風穴と呼ばれる夏でも冷

風が吹き出す名所が存在する等，風光明媚な場所とし

て，年間3万人以_|皇も訪れる観光地である。

|淋地区の生活環境保全林繋備事業は，整備面積が

1337ha,事業期間は平成11年度から15年度を予定

しており，総事業賀は約3億｢'1である。事業内容は，

ILI然林改良，符理車道改良，管理歩道開設改良，簡易

作業施設等となっており，今|副チャコールロード六角

ブロックを施工したのは車道から風穴に向かう管理歩

遡2号線である。

森林の現状

愛媛県の森林面積約40万1千ha(県土面穣の71%)

のうち，間伐が必要な針葉樹人工林が17万haにも上

り，その間伐対策が県政の最重要課題となっている。

間伐材対策

愛媛県は2001年を森林蘇生元年と位置付け,特定重

要新政策として「森林整備連携促進プロジェクト」を

立ち上げ「公共施設等木材利用推進方針」を簸定し，

「地域の環境資源である森林から生産した人や地球に

優しい木材の活用を図る」ことを狐いに，①公共施設

の｢木造化の推進｣，②木造化が難しい公共施設の内装

の｢木質化の推進｣，③木製机など事務用品へのr木製

品の導入の推進｣，④土木･農林水産公共事業での「間

伐材の利用促進」の4つの基本方針を作成し，全庁を

上げて取り組むこととした。

また，間伐材の利用促進には具体的に数捕目標が設

定されており，平成14年度の目標は3,300m3と定め

られ，この間伐材の利川促進については，県内最大の

供給量を誇り，総合的に対応できる県森連の役荊が特

に重要視されている。

県森連の間伐材利用対策は||研｢155ｲドから始まって

林業技術No.7372003.8-⑳



車軸■1600

施工前

＆

厚
戸

|“ 地盤整形

れ

図①標準断面図

施工の流 ●六角ブロックとは

寸法は1辺144mmの正六角形で，重

さは約1.6kgと軽く運搬が容易で，組手

は各辺交互に凹凸を組み合わせるもの

で，色は基本は黒（炭色）であるが着色

可能である。また，特徴としては，ノコ

等で簡単に切断加工可能で，素晴らしい

透水性を有し，施工性抜群で，マイナス

イオン効果や脱臭効果等を有している。

●六角ブロックの施工方法

施工の流れは，①地盤の地ならしをす

る，②振動ローラーで砿圧して締め固め

をする,@3cmの砂基礎を敬く，④六角

ブロックを敷き並べる，である(写真①，

②)。

考察

道路敷施工には六角ブロックを100

m2当たり1800個必要とするが，それは

チップ炭では7.2m3,木材チップでは

18m3,そして間伐材では36m3に相当す

ることから，間伐材の有効利用や資源の

リサイクルに大きく貢献することが可能

である。

写真①六角ブロック施工の流れ

必

'‘〃ー暫堂

遜這‘〈
脳
Ⅲ
1

ー 答 チャコールロード六角プロッタ

写真②六角ブロック完成状況

●開発に至った経緯

六角ブロック開発以前のチャコールロードは，①狭

い場所でも施工可能，②クッション性に富み非常に歩

きやすい，③透水性がとても優れている，④大堂の間

伐材の有効利用ができる，などの利点があり，愛媛県

北条市鹿島の生活環境保全林や松山市の道後公園の圃

路などに採用され，高い評価を得てきた。

しかし，現場で小型ミキサーにより材料を練り混ぜ

るため作業効率が悪く，作業員の負担も大きい等，改

善すべき点があり大きな課題となっていた。そこで，

その現場での練り混ぜ作業をどうするかについて多方

面から検討し，試行錯誤した結果，あらかじめ工場で

成型した六角ブロックを敷き並べる方法を考案した。

まとめ

従来製品のチャコールロードと比較すると，作業効

率が3倍以上となり，施工コストが35％削減され，間

伐材使用麓が10%増加し，美しい亀甲模様の創出と多

様性発揮に効果が認められた。今後の課題は，階段部

分の施工に手間取る場面があるため，施工方法につい

ての詳細なマニュアルを整備し，より一層の充実を図

る必要がある。

おわりに

県森連は，今後もこれら間伐材などの木材資源の有

効活用により森林の保全を促進し，さらには地球環境

保全への一助となるようI訓々研鎖を職む所存である。
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第49回林業技術コンテスト 日本林業技術協会理事長賞’

茶霧のふるさと整備

高知県森林局伊野林業事務所森林土木課いけだかずや

池田一弥

これまでの歩み

地域住民の意向に基づいて行政が計画・実行する仕

組みを，その地域の住民だけでなく，恩恵を受ける他

の地域の住民も一緒になって計画段階から参画し，地

域の将来のあるべき姿を展望しながら，整備の目標や

みんなで実行する仕組みを考えることとなった。

最近は四万十川から仁淀川に注I薑iが移り，環境やレ

ジャーの面からも仁淀川のIIMi航が県内外において再認

識されていることから，清らかな水と四季折々に移ろ

う緑など，美しい自然環境に恵まれている筒知県箭岡

郡仁淀村の岩屋川流域（茶霧のふるさと）をモデルと

して実際のフィールドを活用しながら,平成13年度に

仁淀川流域10市町村と高知市の‘代表による｢岩屋川と

その流域の整備をすすめる検討会」を設世した。

仁淀川の水は，高知市をはじめ流域内外の多くの

人々に利用されている。r水」を考えるとき，森林･渓

流・河川はその術環路の一部であり，良好に維持・僧；

理されなければならないことから，検討会においてI皇｜

然・水・環境・森林盤備・施設膿備・経済・水源かん

養税・ボランティアなど，さまざまな方而からの現状

把握と課題や問題点について検討し，その巾で岩屋川

流域がどうあるべきか，地域を活性化させるためには

どうすればよいか等の議論を行い，意見を取りまと

め，「新たな仕組みづくり」の実施に向けて提案を

行った。

明日のために

平成14年度は,検討会において議論を重ね提案され

た一定の方向性を踏まえて，地域住民が主体となって

行う森林整備・渓流整備を，その趣旨に賛同する下流

域の住民が支える仕組みを，みんなが一緒のテーブル

について考えるr座談会」をl淵催した。

地元中心の意見交換会による地元住民の意思統一を

はじめ，岩屋川のことを一緒に考えてくれる若者によ

る2泊3日のモニターツアーを実施し，外からの視点

や考え方を学びながら，上下流の相互交流による「新

久川眞一郎・二宮栄一・池田一弥

たな可能性」について考えた。座談会では，地元住民

と高知市を含む仁淀川流域の住民が信頼･協力関係を育

みながら、提案の具体化を目指して話し合いを行った。

新しい風

地域は決意した1提案を実現するということは，

地域住民や流域の1人1人が意識と実践を持って役割

を分担するということである。これまでの取り組みの

中で住民と行政の内と外を結ぶ人の回路が必要であ

り，さまざまな交流を通じて「感じる心」「考える心」

を育て，「やる人｣を育てる必要に気がついた。施設を

整備し，活用することにより，地域のより一層の振興

をI割り，将来にわたって流域を守り，宝（大自然，森

林，水…）を次代に引き継ぐことを約束した。森林整

備については，地域での声掛け，不在村所有者への呼

び掛け等を行う「岩屋川流域をよくする会」を組織し

た。「地域に居るもんは責任持ってやるき，おまんらあ

も責任持ってやりよ！」という「決意」を表明し，地

域の取り組み，下流域の協力，幅広い人々の理解と協

力を得ながら実行することとした。

おわりに

「事件は現場で起きている」というように，自分の

目で見，聞き，足で稼ぎ，検証することが大切である。

行政側も課題意識を持った実践のプロセスが必要であ

る。そのカギは「ひと」であり，その「人づくり」が

璽要である。人は一日にして成らず，山村地域には森

林・林業を軸とした産業の振興，それに伴う雇用の創

出や所得の確保，地域住民と都市住民との交流による

相互理解・協力関係の構築等，解決しなければならな

いさまざまの課題・問題がある。しかし，微風かもし

れないが“地域の風”が吹き始めた今，山村地域を活

性化し，資源循環型社会を目指すために，まず第一歩

を踏み出し，そして前進することが必要である。可能

性とそれを可能にする方法があるはずである。
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第49回林業技術コンテスト 北海道森林管理局計画部森林技術第一センター

森林技術専門官

鼠天然林択伐試験地の50年

はじめに：北海道の国有林では天然林の占める比率が

76％と高く，その取扱いが森林の多面的機能の維持．

増進を似lるうえで重要となっている。そこで当局では，

天然林の択伐施業を技術的に解明する目的で,1952年

に試験地を設定し,定期的に調査を行ってきたので,こ

れまでに得られた成果と|淵題点について報告する。

試験地の概要：空知森林管理署紅葉山森林事務所管内

の2317,2318林班iﾉ1に，広葉樹林区，針葉樹林区，混

交林区を’個所ずつ設定した。択伐は3回実施したが，

広葉樹林区では樹幹解析のための伐採が1回多く行わ

れた。更新補助作業は行われていない。

蓄積量と林分構成：3林区とも1954年の洞爺丸台風

により大被害を受けたが，その後，52年の蓄積レベル

にまで回復した。しかし，52年には小･中径木の多い

複膳林型であったが,2001年には小径木が大幅に減少

しほぼ単屑林型の林分に変化した。

第49回林業技術コンテスト

あ踵島やすなり

足立康成

成長量：無施業の天然生林では純成長量が負になるこ

とが報告されているが，択伐により過熟木等の不良材

職の除去を行った結果，中・小径木が生み出す成長並

により3林区ともプラスに維持されている。現在の成

長量は針葉樹林区，混交林瞳，広葉樹林区の順である。

枯損量および進界木：台風害発生直後の大量の枯損の

発生に伴い林内の幼樹が大量に進界したが，それ以降

は3林区とも進界木は減少を続け，また，択伐により

成長衰退木を伐採してきたため枯損量も減少している。

択伐施業の効果と問題点：択伐による成長衰退木等の

優先的除去によって人工林に匹敵する成長を示してい

るが，クマイザサ密生地では天然更新が困難なため小

径木の減少が著しく，大径木のみから成る疎林と化す

る恐れがある。収種の保続を図るとともに森林の公益

的機能を発揮させていくには，更新補助作業により進

界木を碓保していく必要がある。

最北の海岸防災林造成事業30年の歩み

森林冨蕊請林製'霜籍森ﾎ騨識雪篁謂難鶴
はじめに：Iﾘ]治44年の大規模な山火事と伐採によっ

て天然林が消えてしまった日本最北のメークマ地区の

海岸に緑を再生させるため，宗谷森林管理署（旧稚内

営林署）では昭和45年から緑化事業に取り組んでき

た｡この30年間のメークマ地区海岸防災刺造成事業の

施行経過,結果,今後の取組み等について報告する。

事業地の概要：海岸防災林造成地は，稚内市東方14

kmの宗谷森林管理署85林班内の海岸線に沿って形

成された東西約3km,南北約500mの砂丘56haで

ある。東はオホーツク海，西は日本海，北は宗谷海峡

と三方を海に剛まれており，寒冷，強風，砂地，低湿

地，泥炭等の，樹木の生育にとっては極めて厳しい環

境条件の所である。

施行の経過および結果：昭和44年に立てられた北海
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道北限海岸線グリーンベルト造成計画に基づき，耕転

と土壌改良剤の散布による準備地栫えから始まり，新

値，改植，補植，保育下刈，防風柵設置等が実行され

た。特に，通年にわたる強風や土壌凍結等の気象害か

ら幼齢の植職木を保護するため，化繊ネット，根曲り

竹，亜鉛トタン，鋼材，カラマツ，間伐材等を用いて

何種類も防風柵を試験的に設置したが，現在は，間伐

材を利川したハードルフェンス式防風柵を使用してい

る。lril防風ｲI11は，透過性がよく風や雪を通し，人工的

に吹きだまりを作り破雪状態にして，植栽木の保謹や

土壊凍結を防止する効果が大きい。

防風林の今後：.．|蛾改良による基盤整備や防風柵の設

閥により劣悪な械栽条件を克服し，海岸防災林として

機能を発揮するまでに成林したが，今後はさまざまな



方向から検討を加え，防災林の機能を維持しつつ，多

様性に富んだ天然林を理想として施業していく予定で

ある。また，同メークマ地区海岸防災林の隣接地には，

地域住民の自然教育，スポーツ，レクリエーションの

場として，市民参加の森林づくりが実施されるに至っ

ている。

第49回林業技術コンテスト北海道森林管理局帯広分局根釧西部森林管理署

真竜森林事務所森林官

高齢級トドマツ人工林の立枯被害=".‘ひ､〃
について

滝本裕美息
はじめに：当森林管理箸管内の阿寒地区および標茶地

区の60年生以上のトドマツ人工林において，平成

11～12年に集団立枯被害が発生し,被害林分は両地区

合わせて270haに達した｡その時期における立枯被害

は，今後の長伐期・大径材化施業に大きな影響を及ぼ

すものと憂慮される。高齢級トドマツ人工林の集団立

枯被害報告例はほとんどないことから,平成14年度に

被害進行状況の追跡調査を行ったのでその結果を報告

する。

平成14年度被害進行状況追跡調査：阿寒地|Xでは,樹

冠の枯損が5割未満のものが平成11年調査時の70%

から50％に減少しており，葉の変色のほか,樹皮の剥

離も見られた。標茶地区でも，健全木の割合が平成12

年調査時の55％から40％に減少していた。被害当時

過密であった阿寒地区に比べ，標準的な密度であった

標茶地区のほうが被害の進行程度は緩やかであった。

阿寒地区において西向き斜面に被害が多いという以外，

標高，地形，傾斜，土壌，地質，下層植生等と被筈発

生との間には特別の傾向は認められなかった。

森林総合研究所北海道支所による研究成果：立枯被害

の発生メカニズムは，冬季における土壌凍結下で蒸散

が過大になった結果，仮導管組織に回復不能な閉鎖を

起こしたことが原因であった。また，阿寒地区では，

それ以前から樹勢の衰退が進んでいたところへそのよ

うな冬季の乾燥害が引き金になって，大量の枯損被害

が発生したと推察された。

まとめ：立枯被害は両地|えとも進行していた。阿寒地

区の被害の早い進行は，林分が過密であったことと，

数十年前からの樹勢の衰退が大きな要因である。激害

林分は皆伐，微害林分は択伐更新の予定である。道東

部においては若齢木の冬の乾燥害が課題となっていた

が，高齢木でも被害を受けることを認識しておく必要

がある。これからの寒冷地におけるトドマツ人工林の

施業計画を念頭に置きつつ，今後の被害発生状況に注

目していきたい。

第49回林業技術コンテスト 東北森林管理局置賜森林管理署米沢森林事務所

主席森林官

馬場谷地からのレボート
ーバッファゾーン整備事業一

はじめに；吾妻山周辺森林生態系保護地域のバッファ

ゾーン整備事業として，登山道の整術や馬場谷地湿原

への木道の設置等が実施され，それらに対して自然保

護団体から出された公開質問状に対応するため実施さ

れた改善策およびモニタリング調査の結果を報告する。

自然保護団体等からの公開質問状：森林部分について

は，国立公悶内における階段工や資材運搬路の開設，

やまぐちあきお

山口昭雄

運搬路作設のための樹木の伐採，運搬車走行による周

辺植物の踏み荒らしおよび消失，また，湿原部分につ

いては，丸太木道設置の適否，運搬車の進入による泥
かくらん

炭l蝉の撹乱，および丸太据え付けの際の泥炭の掘り返

しによる撹乱等に関するものであった。

自然保護上の問題点への対応：丸太階段の改善，泥檸

地の対策，運搬車う回走行跡への登山群等の入り込み
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防止，地表流水による浸食の防止，および集積枝条や

盛土の処理等は直ちに改善策が実施された。また，切

り土個所等の裸地化した所および攪乱された湿原等の

植生同復は二次遷移に委ねることとし，3カ年間の植

生回復モニタリング調査が実施された。

モニタリング調査の結果：森林部分では立地環境の違

いにより，湿原部分では撹乱の程度により，自然回復

する植生の種類が異なっていた。登山者等による踏み

付け跡の裸地では，鮮苔類が増加するなど登山道を閉

鎖した効果が現れており，植生ネットの使用も効果が

認められた。湿原に埋めた丸太による地下水の水位や

流路の変勤等は認められなかった。

今後の対策：泥淳地の解消，歩道外への踏み込み防止

や刈り払い等歩道の管理を適正に行うこと，湿原部分

を通る登山道は今後とも閉鎖し，湿原に設置した丸太

木道は撤去により湿原の崩壊を招く恐れがあるので，

現状のまま注視していくこととした。

まとめ：3年間のモニタリング調査で，撹乱された植

生の自然回復の進行が確認されたが，さらに6年程度

のモニタリング調査を継続し，注意深く観察を続けて

いく予定である。

第49回林業技術コンテスト

ヒノキ人工林の高齢級化にともなう
林分構造の変化
関東森林管理局東京分局茨城森林管理署造林係長奥村忠

高部森林事務所森林官須崎智

P

爵

鬘彊議会暗善葹重箱患莞
はじめに：森林・林業基本計画において，伐期の長期

化（高齢級化）が重点事項として位置づけられ，長伐

期施業の拡充とその施業体系の確立が望まれている。

しかし，高齢級人工林の組成や構造の調査，および超

高齢級の人工林施業などの事例はあまりない。そこで，

ヒノキ人工林の筒齢級化による林分構造の変化につい

て調査したので，その結果を報告する。

調査の方法：茨城森林管哩署管内の若齢（20年生）か

ら老齢(220年生）までのヒノキ人工林7林分に固定調

査区を設定し，胸高直径5cm以上の枯立木を含めた

すべての立木につき樹種名，胸高直径，樹高を調査し，

併せて更新状態や植生調査も実施した。

調査結果および考察：50年生までの林分には胸高直

径5cm以上の広葉樹は見られなかったが，伐期齢以

上の林分において広葉樹の成立本数と種数が増加した。

180年生までの林分では落葉広葉樹の本数が多かった

が，林齢が増えるにしたがって常緑広葉樹の本数が多

くなった｡広葉樹の占める割合は,100年生林分の胸高

断而椴合計が1～9％であったのに対して180年生や

220年生の林分では21％であった。また，直径5cm

以上の実生の針葉樹は180年生以上の林分で確認され

た。

そのような老齢ヒノキ人工林では，複数の樹極で森

林が椛成されている，①樹齢やサイズが均一ではない，

②階I曾術造が発達している，③森林の生態系としての

成熟度を示す柚立木が発生しているなど，天然林との

共通点が幾つか認められた。

まとめ:180年生や220年生の林分では施業履歴が明

確でないため，ヒノキ人工林を階層構造が発達した異

齢林へ誘導するための施業方法をすぐに特定すること

は困難であるが，今後さらに高齢級林分のデータを集

積することにより，針葉樹人工林の長伐期施業を行っ

ていくうえでの林分成長予測や機能評価，適正な林分

管理に役立つものと考えている。

〈林野庁監修〉

平成15年度版 空中写真撮影一覧図
カラー折図(縮尺120万分の1）
定価4.200円(税別)･送料サービス）

刊
衝
の
ご
案
内
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●林野関係／国土地理院全撮影成果図および撮影地区一覧表
●最新成果の撮影年度・本年度撮影予定一目瞭然●撮影機
関別に色分け●5万分の1地形図区画，図葉名入れ●交
付申込要領・同申込書様式（裏面）

－お申し込み先

日本林業技術協会普及部販売担当係
〒102-0085東京都千代田区六番町7

丑03-3261-6969FAXO3-3261-3044



1視点。視 ﾛロ、

林業における三位一体論
－森林観の国際比較から見えてくるもの－

いまながまさあき

静岡大学農学部教授今永正明
〒422-8529静岡市大谷836

丑054-238-4847（ダイヤルイン･FAX兼用）

かつて総評の議長は「山の中でストをして何に（1）好みの旅行先

なる。サルが見ているだけだ」といった類のこと従来からの各地での調査結果から「見晴らしの

をいったが，一面の真理はついていると思う。よい山」がどこでも1位になっている。表に見る

さて三位一体論が最近の新聞紙上
表①森林観に関する最近の調査結果をにぎわせている。この言葉を辞書

でひくと「キリスト教の基本的教義，1あなたガ旅行するとしだら,次のうちどこに-番行きたいと思いますか｡(一
つだけ選んでください）

父（神)，子（キリスト)，聖霊とい
日本（静岡）ドイツ（ノイエンビユルク）

う三位（神の三種の位格）はすべて，
8％51％

一つの神の表れで元来一体のもので鱸院，‘，
あるということ」（日本語大辞典(二広い砂浜57
版)，講談社，1995年）とされてい高原の牧場1111

る。私はこれを林業に応用してみた見晴らしのよい山2510

い｡その際の三位とは林織,国民，；蝋岩山↑ア228
国家である。 そ の他34

なぜ，そのようなことを思いつい2．あなだは，大きな古い木を見たとき,何か神々 しい気持ちをいだきますか。
たか'その経緯を含め，皆様の賛同いだく9195

を得たいと思う。いだかない84

ところで私は20年来,森林環境研3.あなたは,深い森に入つだときに,何か神秘的な気持ちをいだきますか。

究会の一員として森林観の国際比較いだ<9086
いだかない913

研究を行ってきた。
4「森や林,森林を美しく維持するためには,人間の手を加えなければならない」

＊＊＊

という意見と,「森林を美しく維持するだめには,人間の手を加えるべきではな
表①に最近行ったH本（静岡）と， い」という意見と，どちらが正しいと思いますか。

ドイツ（ノイエンビユルク）での洲人間の手を加えなければならない6675

査結果を示す。なお，日本（静岡）人間の手を加えるべきではない3222

の結果は1999年と2001年の調査結5あなたは,「農場や板場や森がいりまじっている,人手の加わつだ自然｣と，

果の平均値を用いている。まず好み 「まったく人手の加わらない森林や荒地の，ありのままの自然｣とどちらが好ま

しいと思いますか。

の旅行先を見てみよう（過去の調査人手の加わった自然5575
結果は本誌No.674(1998.5)(森林ありのままの自然4124

の創造一「森林をみる心」から〕で注)静岡:1999年,2001年調査の平均値,電話帳からサンプリング,各1000,回答
報告)。 数'778．ノイエンビユルク:2000年調査値，同500,同'186。

林業技術No.7372003.8-⑳



ように，飛びぬけた値ではないが,静岡でも25％

でトップである。これに対してドイツでは「森」

が1位となり，しかも断然トップである。この傾

向はドイツのどの都市でも変わらず，ここノイエ

ンビュルクでも51%となっている。この事実はな

にを物語るのであろうか。まずドイツ人が概端な

森好きであることである。20年前を見るとこの値

はさらに高く62％となる。

円本ではこうした極端な値をとるものはなく，

｢古い寺院」や「高原の牧場｣，「静かな湖」にも人

気がある。しかし「見晴らしのよい山」は日本の

どこででも1位になる(筆者が調査した10以上の

北は北海道から,南は沖縄までの都市で,1位にな

らなかったのは旭川だけで，そこでも｢静かな湖」

が27％，「見晴らしのよい山｣が24％とわずか3

％の差で2位になっているのである)｡ただH本人

の「見'府らしのよい山」好きは，特に山が好きと

いうのではなく「見晴らしを好む」ことにあるよ

うに思われる。自動車で山の駐車場に行き下の最

色を楽しんだ後，コーヒーでも飲んですぐに降り

るというのがよくあることであるからである。

ところでこの質問の「森」の回答率は各国民の

森への親しみの程度を表しているように思われる。

複数回の調査結果は，ドイツ（55-62％）に次い

で，オーストリア（32-47％)，フランス（21

％)，ペルー（15-24％)，ブラジル(10-20%)

そしてわが国（3－8％）は最下位にくる。

さらに般近静岡で得られた8％という値はR本

の現状を表しているように思われる。静岡は各種

調査で日本の平均的な都市とみなされていること

や以前の日本各地の調査結果も考え合わすと，今

回の静岡での調査結果は日本の現在の平均的な値

と考えてもよかろう。このように日本人の森への

関心は薄いのである。

次に木や森への感動に関する質問を取り上げて

みよう。

(2)木や森への感動

「大きな古い木｣を見たとき，あるいは｢深い森」

に入ったとき，感動することは人間として普通の

感情であるようである。これまでの複数回の調査

から,H本ではr大きな古い木｣57-91%,r深い

森｣53-91％であり，同様に欧州(70-97%,80-

⑳一林業技術No.7372003.8

91％)，南米（86-99％，83-98％）を問わず大

多数の人が肯定している。そしてそうした感動が

森林教育にも影響するのではないかというのがこ

こでの論点であるが，そのことは後述しよう。

さらに森林と人手の問題にふれる。

(3)人手の問題

森林を美しく維持するために人手が必要か，と

いう点である。この結果は各阿でその回答率に差

は認められるものの，肯定が否定を上回っている

ことにはかわりない。最近の静岡での調査結果も

前者66％，後者32％となり肯定が多い。ここで

20年前の各地の肯定割合を見ると,旭川62％,鶴

岡77％，櫛引79％，東京45％，伊那87％，宮

崎61％となっている。東京が非常に低いほか,都

市域の旭川とか宮崎でも必ずしも高くない。

さらに問題は，今後を担う高校生の肯定率の異

常な低さである｡最近調査した静岡の25％は異常

値でなく，愛媛22％，茨城28％などの値が見ら

れる。この事実は極めて憂慮すべき問題であると

考えられ，ここに森林教育の必要性が浮かび上が

るのである。

それでは森林に人手を加える重要性をどのよう

に教えられるのであろうか。次にこの点に関する

興味ある分析結果を示そう。

(4)森林教育

図①を見ていただきたい。この図は，パタン分

類の数量化によって人の情感と人手の問題を分析

したものである。6つの設問（うち4つは情感に

関するもの，2つは人手に関するもの）をとりあ

げ，数量化III類によってこのI叉|を作成した。まず

ドイツの20年前の図を見ていただきたい｡この図

では中心付近のまとまりと，その他のものとで3

つのまとまり，いわば3種描造を示している。こ

れに対し現在の日本を見ると4極構造になってい

る。すなわち人手肯定のE1,F1が情感を示す

A1,B1,C1,D1と離れているのである。

これはドイツでは情感が人手肯定と結びつくの

だが，日本では関係のないことを物語っている。

この事実は20年前のデータに基づき林知己夫

先生が指摘した(林,1984)ものだが,その関係は現

在の日本とドイツにも見られるのである。ちょっ

と考えると情感と人手肯定の結びつきは奇異に感



0B2

⑫ α↑・B2

墜給 0A2

絢戸

α‘
⑬

日本型（静岡・1999年）ドイツ型（ノイエンビュルク・1980年）

2

ない

好きでない

抱かない

持だない

加えるべきでない

ありのままの自然

1

ある

好き

抱く

持つ

加えるべき

人手の加わったもの

A山川草木に霊

B森の中の散歩

C大きな古い木

D深い森

E人手

F好みの景色図①パタン分類の数量化による分析

極めて大きな意味を持っている。その成否が将来

の日本の自然環境を左右するといっても過言とは

いえない。

そして半世紀であるなら今の若者が老人になる

までの時間であって，森林育成に携わる人々の努

力は現在の若者によってその成果が見届けられる。

なおその際その育成の過程が国民によって見届

けられ，十分に理解されることが何よりも重要と

いえよう。さらに国家によるバックアップも必要

となろう。

今後半世紀，林業家，国民，国家のいわば三位

一体の努力が問われているのである。

＊＊＊

ここで最初の総評議長の言葉に返る。実はサル

が見ている山中で懸命の努力をして美林をつくり

上げても，国民がそのつくり上げる過程を知らな

い限り，美林の与える感動は直接人手肯定につな

がらないと思われるのである。ドイツの場合，人

が森によく入り，林業を知っているのである。

また間伐等の手入をやりとげるためには国家の

援助が必要である。一銀行に国民の税を投入する

のにくらべ林業への投入は国家の自然環境を左右

するほど重要なことなのである。

じられるが，実はドイツでは200年をかけて人手

が情感を生むようなすばらしい森林をつくり上げ

たのである。したがって森林に人手が必要である

と単に教えるだけでは人々に真に理解されず，感

動を与えるような森林を現実に示すことこそ，人

々に人手の重要さを真に理解させることになろう。

(5)わが国の森林の将来

ここでは以上の事実から日本の森林の将来を考

えてみたい。このアンケートで見たようにドイツ

の森と人との関係には極めて強いものがある。し

かしドイツも今は20年前ほどこの関係は強くな

いものと思われる。それは旅行先に「森」が選ば

れる割合が減ってきていることのほか，ドイツ人

に聞いても昔ほど子どもたちを森に連れ出してい

ないとのことである。

そこで仮に20年前のドイツの状態を理想とし

ても日本を一気にそこに持っていくことは不可能

である。なぜなら先に見たように情感と人手肯定

が結びつかないからである。情感と人手肯定を結

びつけるためには，まず情感のわくような立派な

森林をつくり上げることが先決であろう。現在，

日本では人工林の多くが50年生に近づいている。

そこで,今後まず50年をかけてこれらの森林を立

派な森林に育て上げる必要があろう。100年生に

近い優れた人工林は人々に感動を与え，それが日

本人の森林教育にもつながるものと思うからであ

る。

このように人工林に対する今後半世紀の育成は

［参考文献］

林知己夫編著：多次元尺度解析法の実際，
pp.192,サイエンス社，東京,1984
今永正明；日本の森林－この半世紀の育成が重
要－朝日新聞朝刊r私の視点｣，2003.6.21
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第5回『日林協学術研究奨励金｣助成対象研究成果の報告(概要）
●CO2排出権取引に対応する各国の政策とその国の林業・林産業経営への影響(坂田景祐）
●山岳渓流の河川撹乱が森林の多様性と発達過程に果たす役割（星崎和彦）
●炭素安定同位体比を用いた植物の水利用効率に関する研究（松尾奈緒子）

本会では，若手研究者･技術者の育成を目的とする『巳れましだ。これらの研究成果については，各々所属学会
林協学術研究奨励金』の助成事業を平成9年度に発足さ等で自由に発表していただくこととなっていま諏笈本
せましだ。誌ではその概要（要約）をご報告いたします。
すでに第5回(13年度）については，個々の研究がとなお,本年度第8回の募集締切りは,平成16年2月末
りまとめられ，本年4月に成果報告書が事務局に提出さ日（予定）となります。

●第5回『日林協学術研究奨励金』助成対象研究●通産讓蕊院農学生命科学州
坂田景祐さかたけいすけ

CO2排出権取引に対応する各国の政策と

その国の林業・林産業経営への影響 霞

1．背景・目的

本研究では日本，アメリカ合衆国,EU(スウェーデ

ン）の地球温暖化に対する森林政策およびCO2排出権

取引が同3カ国の個別林業経営に与える影響について

分析した。

1997年京都会議において，先進国38カ国に温室効

果ガス(GHG:GreenHouseGases)の排出上限量が

設定された。この上限量の目標値を達成するために設

定された柔軟措置を京都メカニズムといい，京都メカ

ニズムの1つにCO2排出権取引がある。CO2排出権取

引は，国や企業が定められたCO2排出枠容壁よりも低

く排出最を抑えた場合，余剰分の排出枠を他の国や企

業に売却できる，低コストの排出削減技術を持つ国や

企業に資金が集まるシステムである。またこの会議に

おいて，森林が吸収するCO2がGHGの削減に計算さ

れることが決定されている。しかし森林が吸収する

CO2をGHG削減分の排出権として計算する方法（ア

カウンテイング）が国際的に合意されていない。

各国の温暖化に対する森林政策を調査することは，

将来，温暖化に対する森林政策を検討する際に有益で

ある。それは，ある特定の背景(GHG排出状況や森林

状況）の国が，過去にどのような対策を立てていて，

その結果から効果や問題点が予想できるためである。

CO2排出椎取引が個別林業経営に与える影響について

分析することは，各国が合意できるアカウンティング

⑳－林業技術No.7372003.8
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fih
の決定につながる。

2．方法

3カ国の温暖化に対する森林政策の調査方法は，イ

ンターネットでの文献収集，現地での聞き取り調査に

よる。この収集した情報を分類し，背景として｢GHG

排出状況｣，「森林の炭素貯賊量｣,森林政策については

｢造林計画｣，「保謹･保安林｣，「都市林｣，「バイオマス

利用｣，「研究分野,京都メカニズム実施に関する政策」

として3カ国を比較した。

CO2排州椛取引が個別林業経営に与える影響につい

ては，国|際的に導入が検討されている4つのアカウン

ティングを想定し,CO2111i格を$5,$10として造林利回

りを算出した。またCO2価格を変動させ，造林利回り

が最大になる伐期齢の変化を明らかにした。4つのア

カウンティングは，ストック変化法，平均貯蔵法，ト

ンイヤー法，排出権を返還する方法を用いた。

ストック変化法は，森林所有者が伐採時に森林の炭

素蓄積分を排出権として受け取る方法である。平均貯

蔵法は，森林所有者が伐採時に森林の平均炭素蓄積分

を排出権として受け取る方法である。トンイヤー法は，

森林の炭素貯蔵による温媛化防止効果を排出権として

計算する方法であり，森林所有者は毎年森林が貯蔵す

る炭素の1/55に当たる排出権を55年間受け取るこ

とになる(毎年受け取る排III椎は各国の10年陸|債利|回I

りにより上昇；日本：2．53％，アメリカ合衆国：5．93
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図①造林利回り（日本)($10/ton-CO2)

％，スウェーデン：5．32％)。排出権を返還する方法

は，森林所有者は毎年森林が貯蔵する炭素を排出権と

して獲得し，伐採時には利息を除いた排出権を返還す

る方法である。

3．温暖化に対する3カ国の森林政策の比較結果･考察

3カ国の温暖化に対する森林政策の特徴は，わが国

では積極的に植林をしてCO2を吸収していく政策で

はなく，健全な森林の整備，保安林の管理，バイオマ

ス利用の促進，国民への理解を求めることなど間接的

にCO2を吸収するための政策が目立つ。

アメリカ合衆国では，植林によりCO2を直接的に吸

収するための政策が充実している。例えば民有林の減

少防止･植林促進,研究分野ではGHGをより吸収させ

る品種改良，森林土壌の吸収増加・排出抑制のための

技術開発があげられる。しかしこれまでの政策では，

そのための予算の確保が十分できておらず，予定して

いたGHG削減量の4%しか達成されていない。

スウェーデンにおいても，わが国と同様に間接的に

CO2を吸収する政策が目立つ。それは持続的な森林経

営のための認証制度の推進，保護地域の指定，バイオ

マスエネルギー利用の促進である。しかし，わが国と

の政策実施の背景は異なり，スウェーデンでは森林の

管理が十分なされており，今後さらに森林による

GHG削減は困難なことからこのような政策がとられ

ているが，わが国では森林管理が充実しておらず必要

に迫られて実施している。

4．CO2排出権取引が個別林業経営に与える影響の

結果・考察

CO2illi格を$10とした場合の3カ国の造林

利回り最大値と，その伐期齢を以下に示す。

わが陸|では排出権を想定しない場合()37％

で114年，ストック変化法では0.47％で105

年,平均貯蔵法では0.43%で106年，トンイ

ヤー法では0.69%で125年,排出権を返還す

る方法では0.87％で125年であった（図

①)。アメリカ合衆国では,排出権を想定しな

い場合6.28％で32年，ストック変化法では

11.43％で15年，平均貯蔵法では8.08％で

26年，トンイヤー法では9.75％で31年，排

｛||権を返還する方法では7.84％で31年であ

スウェーデンでは，排出権を想定しない場合った°スウェーデンでは，排出椎を想定しない場合

3.54％で71年，ストック変化法では4.16％で72年，

平均貯蔵法では3.83％で72年，トンイヤー法では

427％で140年，排出権を返還する方法では4.82%

で140年であった。

CO2価格の変動に伴う造林利回り最大の伐期齢の変

化について考察する。CO2価格の上昇に伴い伐期が延

長，あるいは短縮する要因は，森林の成長速度（速い

と短縮),排出権取引を想定しない場合の造林利同りに

対する排出権が増加する利息(国債の利回り）（高いと

延長)の違いが大きく影響した｡CO211i格の変動に伴う

伐期の変化年数については，森林成長速度（速いと大

きく変化)，造林費（低いと大きく変化)，排出権取引

を想定しない場合の造林利回り鎧大の伐期齢の時期

(早いと大きく変化）に大きく影響した。

成果報告

坂田景祐･木平勇吉･田中純一･井上公基(2001)CO2

排出権取引を想定した森林経営の環境経済学的分析，

I-l本林学会誌83：220-224．

坂田景祐・木平勇吉（2003）森林のCO2吸収機能に対

する助成を想定した林業経営収支モデル，日本林学会

誌85：7-11．

Sakata,K・Yukichi.K.(2003)DifferenceinCutting

Agefol･HighestPI･ofitbyMethods[orCalculation

CO2EmissionTradingandthePriceofCO2,Jour-

nalofJapaneseFol･estResearch,Vol.8:111-115.
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秋田県立大学生物資源科学部

生物環境科学科森林科学講座

良I崎和畜ほしざきかずひこ

●第5回『日林協学術研究奨励金』助成対象研究●鰯嬢蕊
星崎和彦

山岳渓流の河川攪乱が森林の多様性と

発達過程に果たす役割

1°はじめに

河川源流域の森林を健全に維持することは，森林の

多面的機能を発揮させるうえで重要である。東北地方

のブナ帯の河川周辺では樹種構成の多様な渓畔林が発
かく

達している。一般に自然撹乱は森林の更新に爾要な役

割を果たすが，渓畔域では風倒木による林冠ギャップ

のほかに土石流による破壊と堆積という撹乱体制があ

り，これが渓l畔林特有の樹種の更新に関与していると

考えられている。本研究では，ブナ帯の渓畔林で起こ

る土石流が森林の遷移・生物多様性に果たす役割を評

価するために，渓畔林とブナ林における植物の分布と

土石流堆穣地での樹木実生の更新過程を調査した。

2．調査地

岩手県の奥羽山系にあるカヌマ沢渓畔林試験地を調

査地とした。カヌマ沢は北上川の支流胆沢川の上流域

にあり，梛高約1000mに源を発し標高390mで胆沢

川に流れ込んでいる。試験地は胆沢川との出合付近，

標高410-470mにある。

カヌマ沢試験地は3つの立地：1）過去に土石流や

侵食の影響を強く受けた渓畔域，2）長期間安定し続

けている段丘部，3）渓畔域と段丘の境界の急斜面に

区分することができる(図①A)。渓畔域の林分にはカ

ツラ，トチノキ，サワグルミなど多様な樹種が生育し

ている。一方段丘部は，ブナの優占度が非常に高く林

床にユキツバキが優占する11本海型ブナ林の林相を呈

する。渓畔域では1988年に土石流が発生し,土石堆穂

地(680m2)が形成された。ここは現在植生の二次遷

移の途上にあり，継続して群落の発達過程が調査され

ている。なおこの洲森データには筆者のほか鈴木和次

郎ほか4名の共同研究者によるものが含まれているこ

とを申し添えておく。

3．方法

①維管束植物の分布

20()1年8月に，渓畔域と段丘部ブナ林(計2.47ha)

において植生調森を行った。2×2mの調査枠を10
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m間|燗で格子状に設置し（図①A;渓畔203筒所，段

丘112簡所)，下肘(高さ3m以下)に出現した維管束

柚物をBraun-Blanquetの方法に従って記録した。

②撹乱地と林床における樹木の更新状況

渓畔林と段丘部ブナ林の一般的な更新状況を把握す

る目的で，1994年から1年おきに各2×2mの調査

枠で樹高30cm以上の全ての樹木稚樹を標識してセ

ンサスした。

土石堆穣地への植物の進入・定着過程を明らかにす

るために，1992年から樹木の更新調査と植生調査を次

の要領で継続した。堆積地上に27個の2×2m枠を

規則的に配慨し，定着した当年生実生のセンサスを9

月に行った。またこれらの調査枠では実生センサスと

|司年の8月に，植生調査を行った。1996年からは，氾

淵原全域および氾溌原に隣接した林冠ギャップで高さ

30cm以上のすべての稚樹のセンサスを行った。

データの解析は，高木性，亜高木性の樹極のみを対

象に行った。

4．結杲

①渓畔域と段丘部における種の分布パターン

試験地周辺では95科315種の維管束植物が確認さ

れた。渓畔域には255種（全種数の81％）があり，多

くの種を含む景観であることがわかった。調査枠4

m2あたりの種数は，渓畔域(11.0±55種）は段丘部

ブナ林（7.9±3.5種）より豊富で(t検定,P<

0.001)，樋多様度の指標ShannonのH'も渓畔域の方

が段丘部よりも商かつた（平均1.21±0.83vs.090r

0.63,t検定,P<0.0()1)。

秘の分布を生活形（高木または亜高木，低木，一年

草，多年草，シダ植物，木本性つる植物の6つに区分）

ごとに解析したところ，渓畔域と段丘部ブナ林の群落

拙造の違いが明瞭に表れた。渓畔域の林床（土石堆穣

地を除く）では高木・亜高木は9．3％にすぎず，多年

生草本(30.2％)，低木(27.8％)，シダ植物(20.4％）

が高い割合を占めた。これに対し土石堆積地では、低



C）低木の種数(4mZあたり）
A>調査地の地岡

木種の荊合は3．2％と低かったが高

木･亜高木は18.1％と高かった。一

方段丘部では，低木が67.1％，高

木･亜高木が19.8％であり，草本や

シダ械物はほとんど分布しなかった

(図①)。これらの結果から，渓畔域

には草本類とシダ植物を多く含む群

落が含まれ，高木。亜高木は土石堆

積地に集中すること，段丘部は木本

中心の群落幟造をもつことが明らか

になった。

②樹木稚樹の定着と成長

稚樹の密度はどの立地でも全般に

低密度であった(図①B)。撹乱地で

は，林冠ギャップに進入したのはト

チノキに限られていたが，土石堆積

地に設置された実生調査枠にはこの

群集に存在する高木･亜高木の約80

％に相当する26種の樹木実生が定

若・進入した。定着した猿睡は多か

った順にイタヤカエデ，ブナ，オヒ

ョウ，カツラ，ケヤキおよびヤマモ
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図①調査地の林床植生の分布

A)調査地の地形と調査枠｡カヌマ沢は図中右から左に向かって流れて
いる。傾斜が急な斜面部は調査の対象から除いた。等高線は2mIWI
隔。B)高木または亜高木砿の更新稚樹(樹IIM30cm以上)の分7lioC)
低木種の分布。D)草本類，シダ植物の分布。BはdIm2あたりの本
数,CとDは4m2あたりの顧数でそれぞれ示した。

蕊
40‐カツラ

30.

H画同国
20．

10．

ミジであった。

この6諏について発生年ごとの個体数の推移を見る

と，唯職地形成後の早い段階で進入した個体は高密度

で生残する傾向があった(図②)。このことから，土石

堆椴地は棚木の好適な更新サイトとなるが，その効果

は数年|M1に限定されると示唆された。

5．まとめ

渓III'|城ではブナ林と対照的に，草本類やシダ植物が

:W秘で多様な群落と土洞流跡地の樹木の重要な更新サ

イトが含まれていることがわかった。この地域の渓畔

域では，①景観レベルの概数の大部分を含む多様な植

物群落が存在し，②土石流による河川撹乱が景観レベ

ルの極多様性の維持および渓畔林の更新過程の両方に

とって大きな役割を果たしている可能性が高い。種の

多様性保全の観点から考えると，土石流をある程度許

容する漿観・砂防対策が両立した河川管理が必要にな

るかもしれない。今後は，渓畔域の微地形に応じた植

生柵造の解析や稚樹の更新サイトとしての河川撹乱地

と林冠ギャップの貢献度を評価する必要がある。
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図②土石流堆積地(680m2)に定着した実生同齢集団の推移
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京都大学大学院農学研究科
地域環境科学専攻森林水文学分野

il本学術振興会特別研究員

松尾奈緒子まつおなおこ

●第5回『日林協学術研究奨励金』助成対象研究●

炭素安定同位体比を用いた

植物の水利用効率に関する研究

の季節性・林内分布・樹種間差を調べた。さらに，個

葉CO2・H20交換量同時推定モデルを用いてα/C"

isoが示す情報の定量評価を行った。

2方法

調査は兵庫県赤穂市の人工広葉樹林において1999

年3月から2002年1月にかけてアラカシ(Q""℃"s

g.kzz""),クスノキ（α"7Z""10'"抑"〃"""hO7Tz),シイ

(C""""siSc""Mz"),コナラ(Q""ぜ"SSe7.|ﾉ“"）

を対象として行った。数週間から2，3ヵ月に一度の頻

度で葉と大気中CO2の炭素安定同位体比(613C)およ

び個葉の光合成･蒸散速度を測定し,Ci/QzisoとC〃

C"gasを算出した(詳細は松尾ら2002のとおり)。ま

た，樹冠上で気象要素を連続自記測定した。

3．結果と考察

Ci/C"isoとα/C"gasに共通した結果から，暖温

帯性広葉樹のα/Caは展葉直後と土壌乾燥時を除く

期間において変動が小さいこと，樹冠内で光環境の違

いに起因して鉛直方向に変化すること，成熟した陽葉

では樹種間差が小さいことが明らかになった。さらに，

対象木の成熟した陽葉のα/C(zisoを様々な気候区

に生育する樹木の文献値と比較した結果，熱帯雨林に

1．はじめに の季

全球・地域規模の気候変動が問題視されるなか，そ葉C

れらに対する陸域植生の役割の解明が求められている。iso7

そのための一つの課題として，様々な植生面上の

CO2・H20交換量の長期推定が挙げられる。この交換調

過程は個葉の気孔開閉をはじめとする生理化学過程に年3

よって制御され，その種ごとの環境応答特性は細胞間g.kzz，

隙と大気のCO塾濃度比(CM/Cfz)によって評価されう(C(z

ることが知られている(Katuletal2000)。α/Caを対

は植物の水利用効率と逆相関のある指標であり，植物一度で

大気間のCO2･H20交換量推定において鍵となるパラび個

メータの一つである(Ehleringe1･1993)｡C#/Cizを求C"f

める手法として,C3光合成の際に炭素安定同位体分別た，

が起こることを利用して葉と大気CO2中の炭素安定

同位体比からα/Caの期間平均値［以下α/Qziso]G

を求める手法と個葉の光合成・蒸散速度からα/C"帯性

の瞬間真値［以下α/Qzgas]を求める手法が開発さ期間

れてきた(Fal･quhal･e/"1.1989;vonCaemmererいに

andFarquhal･1981)。このうち,Cf/Qzisoは長期履では

歴を持ち，比較的簡単に入手できることから，植生面対象

上のCO2･H20交換鯉の長期推定に有効であると考えに生

られるが，日本の暖温帯

性広葉樹林において情報

。‘‘・;｡が乏しく，炭素安定同位

雲‘|､繍・0．6‐

体分別モデルの適用条件，§
が十分に吟味されているgQ4･

○

とは言い難い。そこで90･2-

Ci/C(risoを利用して佃C
O100020003000葉ガス交換特性を評iliiす
Totalamountofprecipilation(mmyr-')

るための手法を確立する

ことを目的とし，兵庫県図の対象木および既往の研許
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ことを日的とし，兵庫県図①対象木および既往の研究から引用した様々な気候帯の樹木のα/Caiso
と生育地の年降水量,年平均気温の関係（松尾ら2002より）赤穂市の暖温帯性広葉樹
Cfa:温暖湿潤気候,Dfb:冷帯湿潤気候（混交林),Dfc:冷帯湿潤気

林においてCi/Q7iso 候（タイガ),BS:ステップ気候,BW:砂漠気候Am:熱帯雨林気候
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生育する樹木よりも小さく乾燥地に

生育する樹木よりも大きいこと，暖

温帯性気候区に生育する樹木と近い

値であることが明らかになった（図

①)｡これらのことは個葉の期間平均

的なα/C(zisoが生育場所の環境

条件，特に水分条件の影響を大きく

受けて決定されており，それぞれの

樹木が生育場所に応じた内的水利用

効率を持つようにガス交換特性を調

節していることを示唆している。

また,Cj/C@zisoとα/Qzgasは

特に展葉直後と土壌乾燥時において

異なる変動を示した(図②，③)。こ

の成因として期間平均的なα/Qz

isoと瞬間的なα/Cfzgasにはタイ

ムスケールの違いがあること，炭素

安定同位体分別モデルにおいて葉内

CO2拡散に伴う同位体分別を無視し

ていることが考えられる。こういっ

たα/C"isoが示す情報の不明確

な点を明らかにし,Ci/Qzisoを利

用した個葉ガス交換特性の評価手法

を確立させるため,瞬間的なα/Qz

gaSから個葉のCO2・H20交換鐘同

時推定モデルを用いて期間平均的な

Ci/Caを計算し,葉内CO2拡散を考

慮した炭素安定同位体分別モデル

(Evans"αJ､1986)を用いて惟定

したα/QzisOとの比較を行った。
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図③対象木の光飽和時のC"Cagasの季節変化

ともに，その意義が確認されたと考えられる。
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その結果,Ci/C"isoが5～30日間のガス交換特性を

表していること，葉内CO2拡散に伴う同位体分別の影

響は小さいことが明らかになった。

4．まとめ

本研究により，暖温帯性広葉樹のα/C"isoの季節

性．林内分布・樹種間差が示された。さらに，α/“

isoとα/C"gasの両情報を統合することによって個

葉のα/Qzisoが示す情報の定量的な評価が可能と

なった。これによりα/Qzisoを利用した個葉ガス交

換特性の長期的評価のための手法の基礎が築かれると
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｢営林文化財」の散逸を臺う

今年度はI型I有林集中改革期間の最終年度で，森林管

理局の分局7局が廃止される。既定の流れとはいえ，

対象の各分局が長い伝統をもつ官庁であることに深く

思いを致し，この伝統すなわち文化の蓄積までが雲散

霧消しないように，関係の方々のご努力をと願ってい

る1人である。

＊＊＊

旧国鉄では，「鉄道記念物｣という制度を早くから制

定して，織造物ばかりでなく，鉄道林についても「野

辺地防雪原林」（東北本線・昭和35年指定）と「秋H1

第1号飛砂防止林」（羽越本線・昭和37年指定）とを

指定している。国有林においても，そのひそみになら

ってr営林記念物」「国有林文化財」ともいうべき制度

をつくってはどうか。

森林の扱いはわが方が本家であるから，森林のうち

重要なものには学術参考林指定など保護保存措置が比

較的古くからとられているが，構造物については，動

態保存されているのは木曽赤沢の森林鉄道などきわめ

て例が少なく，国民にあまり周知もされていない。

例えば,KI光森林管理署部内「日光龍頭山の家」は，

帝室林野局が昭和15年に紀元2600年を記念して国立

公園利用施設として大雪山・日光龍頭・日光湯元・乗

鞍・大杉谷などに建設した山小屋の1つで，当初のま

まの姿で現存しているほとんど唯一の山小屋であろう。

日光龍頭l11の家はわが国における近代的設計の山小屋

の先駆とも言え，暖炉も当時のままで冬になるとお客

をガンガン暖め，豊富な湯量の温泉とともに利用者に

はすこぶる好評だ。戦前にはヒトラー・ユーゲン1,の

一行が10日間滞在したとか,戦後しばらくはGHQが

専用し金谷ホテルから食事を運ばせてもいたという歴

史ある「文化財」だ。現在は管理人前田茂・良子夫妻

が有料の「友の会」を組織したりという希有の創意工

夫と奉仕精神とによって修繕しつつ持ちこたえている

が，小型除雪機さえ友の会の募金で備えざるを得ない

というような，すなわち全く個人の努力で辛うじて廃

止・売却を免れている。このような貴重ともいえる施
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香田徹也
〒343-0046埼玉県越谷市弥栄町2-120-15

E-mail:koda@be.mbnorjp

設は，今ならまだ調べれば各局各地に残っていそうだ。

国有林は国民の財産といわれる。数ある施設の『|ｺか

ら厳選したr文化財」の維持ということであれば，国

民の理解も得られるのではなかろうか。

＊＊＊

さらに心配なのは，廃止分局が所有する図書・資料

の類である。私は林野庁退職後，今から10年余前に，

全国14営林（支）局の図書室をすべて拝見して回っ

た。収蔵・供覧に歴史や熱意を感じさせる局が多かっ

たが,庁舎新築移転して間もない局の中には，「古い図

書はすべて始末しました」といわんばかりの，中味の

貧弱な図響室も見られた。今回の分局の廃止を機会に，

これと似た事務的処分力擦り返され，先祖代々の貨璽

稗も新刊書も無差別に廃棄されるおそれがある。これ

は国有林にとって取り返しのつかない大きな文化的損

失である。1111111111をていねいに評価し保存類別をし

なければならない。それには，ある程度の専門的知識

も必要であろう。

今その労を惜しんでは悔いを千載に残すことになろ

う。また，この措置の実行には，さほど多額の経費が

かかるわけでもないであろう。

具体的な名をあげるのはいささか心苦しいが，東京

周辺(林業関係図書が最も集積しているであろう地域）

でも容易には手に入りにくいと思われる蔵書名を，支

局（分局）別に少し例示してみよう。

○旭川

・栄光の星を求めて－帯広営林局署野球史（昭57）

・樹木･森林･lli岳一国定教科書に現れたる教材解説

（昭9三浦伊八郎著･帝国森林会）

○北見

・樹林を縫って一青森林友スキー史（1982）

・森林美学（大7新島善直著・成美堂）＊北海道局に

ある「森林美学」は大9の再版本

・国有林事業成績（北海道庁拓殖部編）第1次（大10

年度）～第19次（昭14年度）まで揃い

○帯広



このような書籍のほか，主に分局の各課や係のロッ

カー等に分散保管されている国有林現場等の写真，図

面（アルバム･ネガ，地図，設計図等)，公文書等の中

にも貴重なものが少なくないことと思われる。同様な

ことは，今回最終的に廃止される多数の旧営林署が収

蔵している蔵書等についてもいえることである。

余談ながら，霞が関の林野庁図書館は，法令・告示

の類を網羅した内閣発行の『法令全書』を第1巻（明

治元年～）から備えている全国的に見ても今口では数

少ない図書館の1つである。蔵書印を見ると「帝室林

野局」とある。『法令全書』の復刻版は出回っている

が，原本（初版本）を揃えて持っているのは，霞が関

の各官庁（本省）図書館でも決して多くはない。現に

農林水産省図書館にさえないものである。

官庁そのものとしても，今回廃止される青森分局の

ごときは，明治初年から事業を始めたわが国で最も古

い大林区署の1つである。

かくのごとく林野関係の官庁は他の多くの省庁に比

べてもひときわ古い歴史を持つ。それだけの伝統の重

みというものをもっているということを，あらためて

かみしめたいと思うのである。

＊＊＊

「国有林改革」にあたって，実もさることながら，

名をも惜しもうではないか。

・北海道森林植物図説（明35川上瀧弥箸･裳華房）

○函館

○青森

・第1回林野講習会誰演集上下，第2回林野誰習会識

演集第1輯第2輯第3輯（大2農商務省1.11林局）

・樺太山林会報昭3～昭14

・第5回内国勧業博覧会事務報告上下

・農商務省沿革略史（明14.4～明24.12の日誌･農商

務省発行）＊熊本局にはこの前身の「地理局山林課

日誌摘録」（明11～12年の日記）あり。

・始政5年記念朝鮮物産共進会報告書第1巻～第3巻

（大5朝鮮総督府）

・木草綱目

・林学会雑誌第1号（大8.7）～

・森林家必携の初版本(明37.9本多静六・堀出正逸･綱

島政吉共編，東京早稲田腱園書籍部発行）～以後

各版

・軌近大日本拓殖史（昭9日本行政学会）

○東京

・研究報告集（明治～昭和初期の林野関係のパンフレ

ット類を製本）

・日本林業年鑑第1号

○名古屋

・明治前期財政経済史料集成第1巻～第17巻(I1召6大

内兵衛･土屋喬雄編）

・北海道林業会報創刊号（明36.1）

・帝室統計書明33年～大4年

・富士山国境争論誌（大10静岡県）……

※香田氏は，『日本近代林政年表』（日本林業調査会刊，
20()0.10）を編纂されました。（編集室）

●大学等技術移転促進法に基づき，農林水産省は,本年6月，所管する森林総合研究所など8つの試験研究独
立行政法人の持つ特許技術ライセンスを民間事業者に移転し，独法特許･発明等の事業化をいっそう進めてい
くこととしました。

技術移転事業者(TLO:TechnologyLicensingOrganization)には(社)農林水産技術情報協会が
認定を受け，許諾可能な独法特許は情報協会のホームページ(http://www.afftis.or.jp)で公開してい
ます。
問合せ先：農林水産技術会議事務局先端産業技術研究課［壷03-3502-8111（内線5162.5156）

FaxO3-3593-2209]
（社)農林水産技術情報協会特許情報部("03-3667-8931FaxO3-3667-8933)

●〈第29回リモートセンシング〉シンポジウムの開催ならびに一般講演の募集のお知らせ（主催：㈹計測自
動制御学会計測部門，企画：リモートセンシング部会）
1．期日：2003年11月10日（月）・11日(火）
2．会場；つくば研究交流センター・国際会議場
3．参加費（講演論文集込み）；会員7500円，学生3500円，会員外8500円
4．一般講演申込締切：2003年8月29日(金）（講演原稿締切は2003年10月10日）
（講演申し込みはSICEホームページまたはFax･郵送で行ってください）

5申込み・問合せ先：（社)計測自動制御学会第29回リモートセンシングシンボジウム係
（〒113-0033東京都文京区本郷1-35-28-303a03-3814-4121FaxO3-3814-4699
http://www.sice.or・jp/)

お
知
ら
せ
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リレー

リレー

リレー連載レツドリストの生き物たち

8オガサワラグワ
よしまるひろし

吉丸博志
森林総合研究所生態遺伝研究室長E.mail:hyoshi@ffpri.aff1°c.go.jp
〒305-8687つくば市松の里1a029-873-3211,FaxO29-874-3720

過剰伐採で激減した黒い材の巨木

オガサワラグワはクワ科クワ属の雌雄異株の樹

木で，小笠原諸島の弟島，父島，母島のみに分布

しています。現存する成木は百数十本程度にすぎ

ず，絶滅危倶IA類に指定されて，絶滅の危険性

が極めて高いと考えられています。

小笠原諸島は明治期以降に，急速に入植と開拓

が行われましたが，それ以前は原生林の優占樹種

として多数のオガサワラグワの巨木が生育してい

たと考えられています。オガサワラグワの材は黒

くて非常に織密であり，高価で取引されたために

徹底的に伐採されてしまいました。1938年には，

すでに生存木が非常にまれになり，天然木から種

子を採取することが困難になっていることが報告

されています。

オガサワラグワの材は朽ちにくく，今でも森林

の中に当時の切り株が残っていることがあります。

母島の石門地区には直径1～2mサイズの切り

▲母島石門地区の切り株
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株が数多く見られ，かつて巨木が立ち並んでいた

様子がうかがわれます。現存の成木では最大でも

胸高直径が1m程度です。

オガサワラグワの祖先が，いつどのようにして

この島に渡ってきたかは明らかではありませんが，

隔絶された環境で大陸とは独立した進化の道をた

どったようです。AFLPという手法によりDNA

の差異を比較した研究によれば，東アジア，南北

アメリカ，アフリカ，ヨーロッパ，中東のクワ属

22樹種の中で,オガサワラグワはどの種からも遺

伝的に遠く離れた存在のようです。

毎年秋にオガサワラグワは落葉します。秋の台

風の強い潮風の影響を受けるかのように10～11

月ごろに落葉し,11～12月ごろから展葉や開花が

始まって，1～2月ごろに果実が実ります。赤く

熟した実は烏たちが好んで食べるようです。

移入種シマグワによる這伝子汚染

絶滅危倶の原因は過去の乱伐だけではありませ

ん。現在も進行中のシマグワによる遺伝子汚

染の影響も深刻です。明治から昭和の戦前に

かけて，小笠原諸島に養蚕用のシマグワが移

入され広く栽培されましたが，その後，父島

や母島の各地に野生化し，オガサワラグワと

の交雑が進んでいます。

シマグワとオガサワラグワとの形態的違い

は，①シマグワは切れ込みのある葉が混じる

ことが多いが，オガサワラグワの葉は全く切

れ込まないこと，②オガサワラグワの幹は成

長すると樹皮が縦に裂けてめくれ上がること，

などです。

オガサワラグワの雌木に付いた種子をまく



弟島のオガサワラグワし

と，雑種と思われる切れ込み葉を持つ実生が，

たくさん現れてきますので，交雑が容易に行‘

われていることがわかります。長い間，近縁

種と出合うことのなかったオガサワラグワは，：

近縁種との交雑を防ぐ生殖的隔離機構が欠落

しているようです。

父島も母島もシマグワがいっぱいですから，

純粋なオガサワラグワの種子を得ることは容

易ではありません。シマグワの駆除は残念な1

がら不可能だと思われます。自然の力で復元｜

できることが理想でしょうが，残された道は，1

人が手助けをして，シマグワに負けないようオガ

サワラグワを植栽することだと考えられます。

保全と増殖に向けて

幸い弟島にはまだシマグワの生育がなく，オガ

サワラグワの実の付き具合も良好なので，オガサ

ワラグワ同士の自然交配による純粋種子を得るこ

とができます。

しかしながら，マイクロサテライトという

DNAマーカーを用いた最近の研究で，弟島集団

の持つ遺伝的変異が母島や父島のそれとは若干異

なっていることや，弟島のほうが遺伝的多様性が

低いために，弟島産の種子だけを増殖に利用する

と母島や父島で遺伝的多様性が低下してしまう心

配があること，などが指摘され始めています。弟

島産種子の助けを借りることは，オガサワラグワ

という樹種を絶やさないためには不可欠ですが，

併せて母島産，父島産の種子も何とかして得る方

向が望まれます。

父島や母島の成木の中にはすでに多くの雑種が

混じっていると言われてきました。最近開発され

たSCARというDNAマーカーによる識別を進

める中で，雑種成木は父島や母島で5～10％程度

と推定されつつあります。これから類推すると，

純粋な成木の数は，弟島で約35本，父島で約20

本，母島で約100本となります。

母島ではオガサワラグワが比較的まとまって生

育している場所もあるため，純粋種子が一部にで

きる可能性があります。ある1本の雌木で種子を

調べたところ，意外にも純粋種子が80%以上あっ

たという報告があります。もし，他の雌木でもこ

のように高率で純粋種子ができているならば，母

島産の純粋種子を得ることも可能になりますが，

実の付く雌木が限られていることもあり，なかな

か容易ではありません。

今はまだ実現できなくても，将来の可能性とし

て重要な方法が，クローン個体による採種園作り

の構想です。例えば，現在は互いに遠く離れて立

っている父島の約20本の成木について,そのクロ

ーン個体を組織培養などで育てて，島内のある場

所にまとめて植えることができれば，将来それら

が育ったときにオガサワラグワ同士の交配が行わ

れるようになり，父島産の純粋種子を得ることが

可能になります。母島についても同様です。

ヤギによる食害の可能性

ところで弟島のオガサワラグワは安泰なのでし

ょうか。じつは若木が全く見られず，古木ばかり

の世界なのです。弟島は無人島で，かつて人が移

入したヤギが野生化しています。クワの実生はヤ

ギの好物です。ふつう天然林の中で次世代になり

うる若木はほんの-部であることは確かですが，

そのような自然選択の候補者になる前にヤギに食

われて消失している可能性があると思われます。

ガラパゴス諸島にも匹敵する素晴らしい海洋島

である小笠原は，開拓と外来種の移入によって無

惨に傷ついています。オガサワラグワはそのほん

の一例にすぎません。
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八木久義の5時亜らセﾐナー⑤

生物多様性
1

L二

‐ザンビア北西部のカラハリサン

､ドからなる砂層台地は，年間降水

‘量が'000ミリにも満たず明瞭な

，乾期があるため，現在は落葉広葉

樹を主とする乾燥性疎林(miombo

woodland)かサバンナとなってい

るが，かつては後氷期の湿潤期に

成立した乾生常緑林が広く分布し

ていたところでもある。

聞けば，まだわずかではあるが

その貴重な乾生常緑林が残ってい

るという。早速調査に出かけた。

例によって試孔を掘り，土壌断面

の調査をしていると，ブユのよう

な小さな昆虫が頭の周りに群がり

始めた。用意の蚊取り線香を焚い

たが一向に効き目がない《，仕方が

ないので煙草を吸ったり，虫除け

スプレーを噴霧してみたが全く効

果がなかった。試しに林内を走っ

てみたが，人間の足で逃げ切れる

ものではなかった。そうこうする

うちに，小さな虫の数は無数とな

り，黒い煙幕のように視界を遮り，

髪の毛の中に潜り込んだり，露出

している首の周りや耳のあたり，

ついには目や鼻口に絶え間なく突

進してくるようになり，調査どこ

I#
森林化社会の未来像編集委員会編箸

2020年日本の森林,木材,山村はこうなる
一森林化社会がくらし.経済を変える－

’

発行所：全国林業改良普及協会
〒107-0052東京都港区赤坂1－9－13三会堂ビル
"03(3583)8461FAXO3(3583)8465
2003年4月発行四六判，272頁
定価（本体1.800円十税)ISBN4-88138-118-0

森林の荒廃や山村の衰退といっ

た日本の厳しい現状を，木材価格

がピークを迎えていた20年ほど

前のその当時，どれだけ正確に予

測できただろうか。

さて,本書は果敢にも2020年の

日本の森林・林業の姿についての

未来予測に挑戦している。執筆陣

は大学や民間の研究者ではなく，

行政側の林野庁と森林総合研究所

の若手官僚や研究員たちである。

木材生産中心の「経済林」の視

点から「公益的機能」の重視へと

⑳一林業技術No.7372003.8

一昨年，大きく舵を切った｢森林・

林業基本法｣を背景に，また｢森林・

林業白書｣などをたたき台に，日本

の森林の未来を託されているとい

う自負，情熱，ロマン，それに｢こ

うあってほしい」という願望をも

含めて，若き霞が関のフォレスタ

ーたちの苦悩やひそかな決意が感

じ取れる。

さすがに「ばら色の2020年」は

描いていない。地域の経済や暮ら

し,教育,文化などさまざまな分野

に踏み込み，提言的な未来予測を

ろではなくなった。

ほうほうの体で調査を切り上げ，

自動車に逃げ込み，窓を開け放し

クーラーを最強にして走り出すと，

数分もたたないうちに先ほどのパ

ニックは嘘のように消え去り，静

穏快適な車内になった。数千年前

から存続し，生物多様性を高めた

森林ゆえのことであろうが，短時

間に通り過ぎていたら全く知るこ

とができなかったであろう原生林

の生物多様性の一側面を，図らず

も身をもって体験した。

その後，原生林の周囲に広がる

乾燥性疎林の調査に入り，途中原

住民の部落にも立ち寄ったりした

が，そのような虫に悩まされるこ

とはほとんどなかった。生物多様

性の高い乾生常緑林を伐採や火入

れの繰り返しにより破壌し，生物

多様性に乏しい乾燥性疎林等に変

えてきたからであろう。

散りばめている。担い手対策では，

地域の森林を集約して森林造成か

ら伐採，販売までの一貫した森林

経営を担う一方，小・中学校の総

合学習での森林体験学習などにも

対応するマルチ林業事業体の出現

を予測。従来の森林組合に代わる

林業推進の旗頭になれるかどうか。

育成策などが課題だ。

また，森林にとってまたとない

追い風とも言える地球温暖化防止

への貢献では,「国民的議論がなさ

れている」という表現にとどめな

がらも，高知県の森林環境税をは

じめ，産業界にも負担を求めるな

ど全国民的運動が展開されている，

という構図を描いているように見

2020年

山村はこうなる

施榔化&睦鋤'“J縫睡鍾乃

＝■旬や｡…a●●己、

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
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アフリカの上空では乾期になる

と飛行機の窓から野火の煙が常時

何本も見える。特に夜間は他に光

るものがないので，何本かの赤い

炎の帯がくっきりと見える。

それらの野火は，現地の人々が

生活の糧を得る焼畑を造成するた

めのものでもあるが，また，害獣

や害虫を駆除し生活環境を快適に

するために，定期的に部落の周囲

を焼いている火でもあるのである。

熱帯地域の生物多様性は人類に

とってかけがえのない宝物である

と言われているが，熱帯林で暮ら

す人々の生活環境整備のためには，

その生物多様性が防げになってい

ることもまた事実なのである。

’

「r森林ボランティアの日』に参加する活動はも

う決まりましたか？」「今年は，家族と一緒に高尾

山で下刈り大会に参加します」

このような会話が，ごく普通に一般市民の間で

交わされる日も近づいている。

「森林ボランティアの日」とは，毎年全国同じ

日に一般市民が森林の整備に取り組み，森林ボラ

ンティア活動を幅広<PRすることを目的とする

記念日である。この日を提唱しているのは，「緑の

募金」や「緑と水の森林基金」等を通じて「国民

参加の森林づくり」運動を推進している国土緑化

推進機構と都道府県緑化推進委員会。具体的な日

取りとして，第1回全国育樹祭が開催された日に

ちなんで9月第3日曜日を提案している。

森林ボランティア活動の原型である「草刈り十

字軍活動」が富山で開始されたのは，昭和49年。

その後，全国各地で市民参加の森林づくりが進め

られており，最近の動きを見ると，平成8年度200

団体，9年度280団体,12年度580団体とボラン

ティア団体数は増加しており，現在では約900団

体が何らかの形で定期的に森林づくり活動に参加

していると考えられている。

森林・林業基本法に「国民参加の森林づくり運
うた

動」への国民の理解・協力・参加が躯われ，また，

昨年末に策定された「地球温暖化防止森林吸収源

'0カ年対策」においても具体的対応策の一環とし

てこの運動の推進が盛り込まれた今，森林ボラン

ティア活動への期待が以前にも増して高まってい

る。各種広報誌の行事案内，緑化イベントで配付

されるパンフレット，関係団体のホームページ等

においてみどりのボランティア活動案内が増加し

ており，数年前に比して一般市民が森林づくり活

動に参加するチャンスが広がっている。

記念すべき第1回の「森林ボランティアの日」

は，今年の9月21日（日）。この機会に，できる

だけ多くの人々に，身近な「森林ボランティア」

活動に参加していただくことを期待している。

(s)
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■
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０
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八木久義（やぎひさよし）／

三重大学生物資源学部教授

一一一・一‐・ー‐一一_．

受けられる。一方，木材産業の再

生では，アイデアを駆使するなど

した木材の付加価値化や産地のブ

ランド化にも力を入れないと生き

残れない，とまで訴えている。そ

のとおりだと思う。

目新しいといえば,第二部に｢森

林化社会」への提言を掲げている

のが注目される。山村から都会へ

と流出した高度成長の時代とは逆

に，都会から山村へと向かう新し

い価値観や，人間の本当の豊かさ

を自然に求めた人々が日本の森林

の未来を切り開く切り札になると，

本書は暗示していて興味を引かれ

る。さらには，さまざまなデータ

が示され，「保存版｣としての資料

的価値もある。特に，2020年を担

うことになる中・高生や大学生な

どの若者たちにぜひとも読んでほ

しい本だ。

１
１
Ｉ

(日本林政ジャーナリストの会会長・

共同通信記者／上松寛茂）

す）’
(この欄は編集委員が担当していま

一一＝
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シンポジウム1

11 盛森のｴﾈﾙギー が国土と環境を
⑳守る－中山間地域の再生と森林環境を考える

2003．6．28於・愛知県新城市

主催は，名古屋の市民活動グル

ープ「木質バイオマス利用ネット

ワーク」と新城地域の新エネルギ

ービジョンを立ち上げた｢新城市」

(後援：愛知県,名古屋大学,名古
屋産業大学，中日新聞社)。新城市
文化会館会場には，中京圏を中心

に約250人が参加した。
＊＊＊

主催者を代表して挨拶した山本

芳央・新城市長は，最近のエネル

ギー政策，環境政策の中で，次世

代のために木質系バイオマス利用

など地方からも提案・発信してい

くものにしたいと抱負を述べた。

基調講演では，只木良也氏(名古

屋大学名誉教授･プレック研究所

生態研究センター長)が｢新しい時

代の環境資源としての森林･木材」

と題して，炭素吸収源としての森

林･木材の役割,成長のよい針葉樹

人工林は二酸化問題に関しては主

役，これからの環境の時代に森林

の役割はいっそう大きくなる－伐

って自然を生かす．伐採が森を保

全するという思想が必要，と講演。
また小川克郎氏（名古屋大学名

誉教授･名古屋産業大学教授）は前

通産省時代，地球科学・地球環境
科学の分野に係わり，現在エネル

ギー・環境問題とりわけ食料・森

林問題に取り組んでいる｡｢拡大造

林のエネルギー利用による森林環

境の再生」と題して，20世紀型の

石油エネルギー利用の限界，これ
からの環境保全はそこに経済性の

確保が条件となる，現在木質バイ

オマスによる熱電供給システムに

取り組んでいる，と講演した。

続いて，新城市(報告者･川合吉

雄氏)，稲武町（安藤高歳氏)，豊
根村（青山幸一氏）の3自治体か
ら木質バイオマス利用の取り組み

についての事例や課題等が報告さ

れた。この後のパネルディスカッ

■
■
ｑ
包
芯
■
■
画
■
田
一
四
・
届
包
沮
■
訓
ｒ
Ｈ
衷
心
ユ
寸
卑
■
■
守
口
‐
Ｆ

＃

洲
・
Ｉ

lil

みる

木遣住宅の供給宅 者の【統言tE
称美白本璽

ぐ住宅生産者の年間供給規模別の一戸建

て住宅供給戸数の割合(推計）
（平成13年度）

木造軸組
343千戸
(100%)

平成'5年木材(用材)需給見通

し（木材需給対策中央協議会）に
よると，製材用および合板用材の

需要は,平成'5年新設住宅着工戸

数が前年より減少すると見込まれ

ることから前年を下回るものと見

通されており，依然として林業・
木材産業を取り巻く状況は厳しい。

一戸建て住宅の供給を工法別に

みると，枠組壁工法（ツーバイフ
ォー),木質系プレハブ工法におい

ては，それぞれ約6割，9割以上
が年間供給戸数50戸以上の住宅

メーカーによって供給されている。

ツーバイフオー2－

51編)(30）
風

患患:藻:蕪悪冒…二:二二二一
二戸一一一

可←■I■÷■■｡■苧寺｡■■一己ー

プレハブ（79千戸

（100％）

その他
32千戸
（100％）

（

注1：各工法別の供給戸数の合計は，住宅蕃工統計の平成13年度実績による。
2：図中（）の数字は，各工法別の年間受注戸数別シェアであり，
金融公庫融資物件の一戸建て住宅の抽出調査に基づくものであ

平成11年度住宅
る。

3：内訳の計と総計が一致しないのは，四捨五入によるものである。
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1～4戸
67

(19.6）

5～9戸
50

(14.5）

10～19戸
51

(14.8）

20～49戸
52

(15.1）

50～299戸
58

(16.9〉

300戸以上
66

(19.1）

3

(6.2）

6

(11.2）

9

(18.0）

15

(28.7）

17

(32.9）

－0

(0,5）15

-2（18.9）
(2.1）

61

(77.8）

5

(15.7）

4

(11.7）

5

(17.1）

4

(13,9）

6

(18.9）

7

(227）
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シンポジウム風景

ション（司会＆中日新聞社論説委

員･飯尾歩氏）では上記の5氏が

パネラーとなり，以下の問題など

について熱心に話し合われた。

〈山村の高齢化･過疎化，活動の

低下等により山仕事の担い手がい

なくなりつつある。今動かないと

の思いで新エネルギーの導入，木

質バイオマス利用に取り組んでい

ること＞〈新エネルギーの導入，
木質バイオマス利用では必ずコス

ト問題と対崎することになる。コ

スト問題に対し市民・地域の意識

の高揚・理解が必要。また国など

の支援も必要であること〉。
＊＊＊

木質バイオマス利用は，昨年来

間
ｈ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
ｈ
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Ｒ
Ｆ
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一
日
値
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日
日
霊

る地下水槽を設けているが，平成

'3年には隣りの銀閣寺山国有林

内にも約60トンの地下水槽を造

り，協力している(写真②)。造る

に当たって，京都大阪森林管理事

務所は，次の点を配慮したという。

①大文字保存会の造った貯水槽

への補給水源としての機能を果た

す。②貯水槽を地下式にしてハイ

カーの転落を防止した。③貯水槽

の設置により土地の形質が変形せ

ず，樹木の伐採もしない場所を選

定した。④阪神・淡路大震災級の

地震でも壊れない耐震性の構造と

する。⑤経費を節約し，エ期を短

くする。

こうした行き届いた配慮は，昔

から町を取り巻く山々を大切にし

ていた京都市民の心に葹えた施策
といってよい｡｢地元の人たちと心

を合わせて行動をしたい」と願う

国有林の方向を示す好事例であろ

う。（筒井廸夫）

I綺」では，大の字の横｜画の長さ40

平成’5年5月24日，大阪の緑

懇会の皆さん（男女約50名）と安

祥寺山から銀閣寺山（いずれも国

有林）への山道を歩き，途中で大

文字の送り火を食〈火床に寄った。
この火は,毎年8月’6日の孟蘭盆

会（うらぼんえ）の精霊送り火の

ことで，江戸時代の初期に始まっ

たという注)｡16日の夜,大文字山の

山腹に大の字を形どって造られて

いる火床で，大量のマツまきが焼

かれる(燃料の総量は，タキギ600

束，松葉100束，麦ワラ100束一

近畿中国森林管理局・上村邦雄氏

調べ)｡そのマツまきは地元の保存

会の皆さんが会の持ち山から伐り

出すという。訪れたときにはもう

点火用のマツ葉が道端に積まれて

いた（写真①)。

送り火が焚かれる山は市街地や

社寺に隣接しており，山火事防止

には国有林も一役買っている。大

文字保存会は40トンの水を蓄え
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」

可 ｢地球温暖化対策推進大綱｣,｢地球

温暖化防止森林吸収源10カ年対

策｣，「バイオマス・ニッポン総合

戦略」等国の基本施策の中で相次
いで位置づけされるものとなり，

今日的課題として，各地でさまざ

まな取り組みが見られるようにな

ってきた。今後の各地の活動の積

み重ねが有効な施策の推進につな

がっていくことになる。
（普及部編集室／福井）
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注）享保19(1734)年刊の『本朝世事談綺』では，大の字の横｜画の長さ40

間，その間の炬火10個，左の縦1画は80",炬火20個，右1画は68間，
炬火29個と伝えている（平凡社『世界大百科事典,1988」による)。
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一方,木造軸組工法の2／3近く
は,年間供給戸数が50戸未満の中
小工務店が供給していると推計さ

れる。しかし，それらの工務店を
支える大工の数は，昭和55年の

94万人から平成12年には67万

に減少している。このようななか，

国では，地域ごとの気候風土に適

合した形態や仕様，融通性に富ん

だ間取りや空間構成，長寿命化に

対応した補修や増改築のしやすさ，

つり合いのとれたデザインの美し

さなど優れた機能を持った木造軸

組住宅を建築できる大工技能者を

育成することにしている。
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写真②山火事防止用の貯水槽写真①点火用のマツ葉
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平成13年度業務報告書

平成14年6月奈良県森林技術センター

ロ機械化作業システムに適合した森林施業法の開発

ロ急傾斜地における乗用型モノレールに関する調査

口小型齢眉率機械による伐出作業システムの開発

生澤起一・江口篤・山下俊二

ロ大和川流域森林の公益的機能増進のための調査

南宗憲・江口篤・生澤起一

口畑ワサビに関するW暁

倉谷幸作

ロ薬用きのこ栽培技術の確立

小畠靖

口菌根性きのこの安定生産技術の開発

河合昌孝・長谷川美奈

□きのこの新品種の開発

小畠靖

ロ樹木生理的手法を用いた枝打ち技術の確立

上田正文・南宗憲・和口美明

国幹材の形質をコントロールするための密度管理技

術の確立

和口美明・上田正文

ロ炭素吸収源データ収集システム開発事業

和口美明・南宗懲・上田正文

口低コスト育林システムの開発に関する調査

上田正文・南宗憲・和口美明

口地域材を利用した高信頼性構造用材の開発

一スギLVLを用いた多機能木質継手の実用化一

中田欣作・杉本英明・西雅史・

増田勝則・満名香織

ロ地域画ｵの低コスト乾燥技術の開発

小野広治・久保健

口高周波・蒸気複合乾燥法に関する研究

久保健・小野広治・大前善則

口県産材面材料の品質性能向上に関する研究

小野広治・久保健・大前善則

口屋外ばくろ試験による集成材の接着耐候性評価技

術の確立

満名香織・増田勝則・中田欣作・西雅史

ロ表面処理金属を用いた接精接合による小径材合わ

せばり簡易工法(CLCS工法）の開発

一合わせばり接合部の引張および曲げ強さ一

和田博・西雅史・満名香織・

増田勝則・中田欣作

ロ木質軽量体の物性向上に関する研究

増田勝則・中田欣作・満名香織・西雅史

口拡散処理法による面凋料の寸法安定化

岩本頼子・伊藤貴文・奥田晴啓

口住宅の高規格化・性能保証制度に対応可能な低負

荷高耐久性木質部材の開発

一低負荷化学修飾法による木質材料の高精度化・

ロングライフ化一

伊藤貴文・奥田晴啓・岩本頼子・小野広治・

大前善則・久保健

口森林被害の実態とその対策

一台風被害地における穿孔性害虫の発生消長調

査一

若山学・中野悟

口酸性雨等森林被害調査

一酸性雨等森林衰退モニタリング事業－

米田吉宏・岡崎旦

口組織培養による'ササユリの球根増殖

衣田雅人・米田吉宏

ロササユリの林地栽培モデル事業

米田吉宏・衣田雅人・中野悟・

若山学・岡崎且

研究報告第40号

平成15年3月鳥取県林業試験場

D1990年代に鳥取県で発生したナラ類の集団枯損

井上牧雄・西垣眞太郎・西信介・西村徳義

ロ長さの異なるホダ木を用いたシイタケ栽培試験

矢部浩・谷口伸二

ロ鳥取県で発生したいくつかの表層崩壊に関連する

素因調査

小山敢

ロケヤキースギ二段林施業の問題点

一ケヤキ保残木の肥大成長について－

前田雄一

□Essedの距離法の応用

－4番目の立木までの距離を用いた立木本数の推

定と精度向上－

植田幸秀

□5年間の屋外暴露によるスギ材の耐朽性

一他樹種との比較および木・竹酢液処理の効果一

川上敬介

奈良県森林技術センター〒635-0133高市郡高取町吉備1TEL､0744-52=2380FAX.044-52-4400
鳥取県林業試験場〒680-1203八頭郡河原町稲常113TEL.0858-85-2511FAX.0858≦85-2512

★ここに紹介する資料は市販されていないものです。必要な方は発行所へお問い合わせくださるようお願いいたします。
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区分’行事名 主催団体／会場ゾ行事内容等期間

募集中～
10.26

森との共生櫛想21普及協議会MORIMORIネットワーク事務局（東京

都千代田区一番町15-1-番町ファーストビル6階壷03-5226-3305）

／地球温媛化キャンペーンー森との共生21-の記念イベントとして，「暮
らしのまんII1に森がある」をテーマにフォトコンテストを行う。

山梨県森林邸境部林業振興課(甲府市丸の内1－9－11盆055-223-1653）
／山梨県の気候風土に調和した木造住宅のアイデアを広く募集しペー
パークラフトや作品集にする。優秀作品は平成16年2月下旬表彰予定。

日本木材青壮年団fi漣合会（東京都江東区深川2-7-41WPビルa
03-5620-4806)/全国の児童･生徒（小中学生）を対象に木工工作のコン
クールを実施,子どもらしい独創性の表現力･木材加工技術の向上を図る。
優秀作品は平成16年6月表彰予定。

特定非営利活動法人環太平洋学生キャンプ事務局(東京都杉並区西荻南
2-12-9公03-3332-4395）／国立オリンピック記念青少年総合セン
ター（東京）・国立信州高遠少年自然の家（長野県）／環太平洋の青少年
を対象に，国際交流を目的としたキャンプを行う。

I1》全国木材組合連合会（東京都千代田区永田町2-4-3a
03-3580-3215）／福島県･東京都･愛知県･三重県･岡山県･熊本県/JAS
製材品の生産，流通を拡大・普及の推進を図る展示会。

全国 フォトコンテストー孫らし

のまん中に森がある一

募集中～
10,30

山梨県 甲斐の家アイデア募集
Ｐ
ド
ト
Ｐ
ｐ
０
ｒ
ｒ
ｂ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
１
１
ト
ト
リ
且
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ

全 国 第28回全国児童･生徒木工
工作コンクール

募集中～
12月来

東京・
長野

第19回環太平洋キャンプ 8.3～17

I ’

全国 第31回JAS製材品普及推
進展示会
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月9

主催団体／会場／行事内容等

全n本山岳写真展事務局(東京都墨田区両国2－2－14三木ビル101a
03-36341-8030)/東京芸術劇場5階展示ギャラリー(東京都豊島区西池袋
1－8－1）／プロ・アマ約400点の山儒写真愛好家の作品を一堂に展示。

㈹全国林業改良瞥及協会（東京都港区赤坂1－9－13三会堂ビル7階丑
03-3583-3331)／ドイツ，スイス，フランス／持続可能な森林の創造に秋
極的に取り組むヨーロッパの多様な森林文化を視察，体験するツアー。

全図1I1林樋苗協同組合連合会(東京都千代田区飯田橋4-9-9第7田中
ビル8階公03-3262-3071）／新潟国際コンベンションセンター（朱鷺
メッセ）／全厘Iの山林種苗生産者が林業用種苗･緑化用樹木の生産確保と
経営の安定化を図ることを目的とした全国大会。

第16回巨木を諮ろう全国フォーラム実行委員会（神奈川県湯河原町役場
環境股政部農政課足柄郡湯河陳町中央2-2-1a0465-63-2111)/
フォーラム「湯河脱観光会館J(神奈川県湯河原町)･視察会r神奈川県西
部地域」（小、原・箱根・真鶴・湯河原）／巨樹・巨木を通して身近な自
然環塊を見直し，自然に対する認識の満場を図ることを目的に，記念講
演・パネルディスカッション・視察会等を行う。

獅岡県住宅振興協議会（静岡県追手町9－6静岡県庁住まいづくり室内
公054-221-3084)／ツインメッセ静岡(静岡市曲金3－1－10)／環境との
共生や健康に配慮した快適な住宅，住宅関連機器等を展示。

柵愛知建築士会(名古屋市中区栄2－6－3念052-261-1451)／名古屋市
rl'小企業振興会館吹上ホール(千種区吹上2-6-3)/建築材料，設備機
器等の建築全般に関する広範囲な情報交流を図る。

奈良県木材協同組合連合会/rリベルテホール」（高市郡高取町)/県産
材はもとより，広く県外の銘木･一般素材や製品を一堂に集め，木材展示
即売会，児童・生徒木工工作腱等を実施．

森林マラソン組織実行委員会（東京都文京区本郷3-14-12念
03-5684-8113)／東京都八王子市高尾山(太平国有林)／参加者自身がr緑
の葬金｣・高尾1I1の森林整備を支援するチャリティイベント。マラソンの
ほか森林遊び体験・森林観察などを行う。

(独)森林総合研究所(茨城県つくば市松の里la0298-73-3211)/つく
ば国際会議場(つくば市)／コナラ風に関連する遺伝部門と造林部門の最
新の研究成果について．・備報交換・討議を行う。

区’分I行事名｜期一間

2003全日本山岳写真展全国 9．2～7

第35回海外林業視察研修
団派避戦業

ドイツ‘

スイス・

フランス

新潟

9．2～1.3

第47河全苗連大会 9.4～5

神奈川 第16161巨木を語ろう全I]il
フォーラム

9．6～7

h

Ⅱ

静 岡 2003住まい博静|州県個
宅展

9.12～15

名古罵 第33IEI建築総合展
NAGOYA2003

9.18～21

奈良 奈良県林材まつり 9．2(）

東京 第7回高尾山森林走遊学大
会

9．28

茨城 ユフロ作業部会合同セッ
ション

9.28～1().2

■
I■■■■
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●日本林学会支部大会（日林協支部連合会併催）のお知らせ

ロ東北森林科学会大会（日林協東北･奥羽支部連合会併催）･･･…期日：8月25個)～26日㈹／会場？宮城県自治会

館（仙台市青葉区上杉1丁目2-3)｡当日，会場への電話は，宮城県研究開発推進課a022-211-2952までお

かけください。転送していただけます。外線から会場への直通電話はございません。／プログラム：25日＝テ

ーマ別セッションA(東北地方における森林資源循環利用の現状と課題10時～12時),ポスターセッション

（11時～16時)，テーマ別セッションB(市民と森林を結ぶ森林教育一森林教育研究が求められているもの､13

時～16時)，東北森林科学会総会および日林協東北･奥羽支部連合会総会（16時～17時30分)。26日＝口頭発

表(9時～12時)。／大会問い合わせ先＝井良沢道也氏(岩大,a&Fax019-621-6137,E-mail:irasawa

@iwate-u.ac.jp)。

口第55回日本林学会関東支部大会（第22回日林協南関東･北関東支部連合大会合同大会）……期日：9月17日

伽～18日附／会場：八イブ長岡(長岡市寺島315）／プログラム：17日＝役員会（11時～12時)，大会参加受

付（12時～)，総会(12時50分～13時50分)，セッション（14時～17時）（セッション1テーマ：「地域材利

用と地域の再生に向けて」･セッション2テーマ：琳業者が考えるこれからの森林施業とは｣)／研究発表(14

時～17時)／レセプション(17時30分～19時30分)／18日＝研究発表（9時～16時)／大会問い合わせ先：

新潟県森林研究所内（大会運営事務局）・保科孝且氏(a0254-72-1171FaxO254-72-0019)

※今秋にかけて開催されます日本林学会支部大会(日林協支部連合会併催)の日程は．順次お知らせ

します。

□2004年度日林協技術職員採用のお知らせ…来年度日林協技術職員を1

名採川します（森林・林業，森林環境問題に加え，コンピュータ技術，
リモートセンシング,GIS技術に知識，経験があれば望ましい。普通自

動車免許は必須)。応募期限は，2003年9月16日（火）必着。詳しくは
日林協ホームページ（アドレスは当奥付柵にあります）をご覧ください。

（総務部：公03-3261-5283）

｜’協
《
云 のうごき

◎海外出張（派遣）

7／1～14，小原理事，7／1

～30，増井国際事業部次長，水品

主任調査員，セネガル国マングロ

ーブ調査，同国。

7／9～9/29，松本課長代理，

セネガル植林施工監理，同国。

7/22～26,望月情報技術部長，

大平課長，鈴木課長代理，アジア

東部地域森林動態把握システム整

備事業，ベトナム。

◎技術研究部関係業務

7/16,於本会，「水源地森林機

能研究会｣平成15年度第1回委員

会。

◎地球環境部関係業務

7／2，於プラザエフ（東京･四

谷)，「森林吸収型報告・検証体制

緊急整備事業」第1回全体検討会。

7／3，於本会，「永久凍土地帯

温暖化防止森林基礎調査」第1回

委員会。

7/11,於本会，「森林吸収源計

測・活用体制整備強化事業」第1

回分科会。

7/18,於本会，「里山林等にお

ける地球温暖化防止等のための森

林整備に関する基礎調査」委員会。

◎森林情報システム開発室関係業務

7/17,於本会,森林資源モニタ

リング調査データ地理解析事業委

員会。

◎番町クラブ7月例会

7/30,於本会,前(独)森林総合

研究所理事長・庇居忠迩氏を講師

として「森林総研の独立行政法人

化を巡ってのあれこれ」と題する

講演・質疑を行った。

林業技術第737号平成15年8月10日発行

編集発行人弘中義夫印刷所株式会社太平社

発行所社団法人日本林業技術協会。

〒102-0085束京都千代田区六番町7TELO3(3261)5281(f,
振替00130-8-60"8"FAXO3(3261)5393(fU

【URL]http:"www・jafta.or・jp

●7月号表紙の樹種名は？

7月号表紙を飾った安藤光男さんの

作品(園児たちとお母さん)。安藤さん
から，子どもたちに囲まれたヤナギの

大木は｢オノエヤナギ」［雄株，推定樹
齢200年，樹澗22m,胸高直径1.7
m,幹周5.3m,枝張り(東西27.3m･

南北26.0m),市指定保存木,公園利用
者が集中しやすい条件にあり，土壌等
の悪化から根系の褒退が心配されてい

る（大館市平成14年9月調べ)］と資
料をいただきました。（編集室）

RINGYOGIJUTSU

JAPANFOREST

publishedby

TECHNOLOGYASSOCIATION

TOKYOJAPAN

〔普通会費3,500円・学生会費2,500円・終身会灘(個人)30,000円〕
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森と木と人のつながりを考える日本林業調査会

J-FICのブックガイド

http://wwwj-hc・com/

便利なWEB書店

送料無料でお届け中！
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の
新
し
い
価
値
を
ど
う
具
体
化

し
、
活
用
し
て
い
く
か
。
「
地
球
益
」
の
実
現
を
目
指
し
た
最
新
書
き
下
ろ
し
。

新
し
い
市
場
（
マ
ー
ケ
ッ
ト
）
が
動
き
始
め
た
！

’
’
1

邸鈩

約
３
０
０
０
語
を
収
録
し
た
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
。
２
５
０
０
円
（
税
込
み
）

立
木
幹
材
積
表

柿
澤
宏
昭
・
山
根
正
伸
／
編
著
２
１
０
０
円
（
税
込
み
）

知
ら
れ
ざ
る
実
態
を
克
明
な
現
地
調
査
と
最
新
の
デ
ー
タ
で
初
め
て
明

ら
か
に
し
た
注
目
の
書
。
森
林
政
策
か
ら
木
材
貿
易
、
違
法
伐
採
、
森

林
火
災
、
環
境
保
護
、
先
住
民
問
題
ま
で
す
べ
て
を
網
羅
。

森
林
。
林
業
。
木
材
辞
典

樹
種
別
、
人
工
林
・
天
然
林
別
早
見
表
。
各
２
０
０
０
円
（
税
込
み
）

太
田
猛
彦
・
服
部
重
昭
／
監
修
２
３
０
０
円
（
税
込
み
）

水
を
ま
も
り
・
は
ぐ
く
む
森
林
の
働
き
を
、
最
新
の
研
究
・
調
査
デ
Ｉ

タ
を
駆
使
し
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
。
日
本
図
書
館
協
会
選
定
図
書
。

地
球
環
境
時
代
の
水
と
森

ロ
シ
ア
森
林
大
国
の
内
実

Ａ
５
変
形
判
２
０
０
頁
２
０
０
０
円
（
税
込
み
）

東
日
本
編
・
西
日
本
編
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東京の林業家と語る会／編

の親父のひとり
1

訓
」 と

きうま

リンギリ。木馬。水車製材…
A5判92頁800円(税込み）

3名へのインタビューをもとに再
｢地域の記憶」に光をあてました。

みどりのブックレットNo.5

東京・西多摩地域で育まれてきた森の「技」を、

現。貴重な写真･資料とともに、失われつつある
房

お申し込み:･お問い合わせは下記までお気軽にどうぞ。 お近くの書店でもお取り寄せできます。

東輔噺宿区市ケ谷本村町3-26
TELO3-326'9-3911FAXOヨーヨ268-5261

I
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a03-3585-0087IO/FAXO3-3589-2902
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測 樹学問題集
島田浩三久著

B5判/170頁/本体価格1,429円(税別)/〒340
本書の特色

①本書は，小社刊『現代林学講義10．測樹学』を理解するのに役立つことを目的としている。し

かし，もちろん他の教科書で学んでいる人にも有効である。

②測樹学は理論と実行方法から成っているが，本書は実行方法を主とした問題集である。

③統計学の苦手な人，定角測定法（ビッターリッヒ法）の理論が苦手な人にもわかることを目標

として書かれている。

地籍調査必携⑫
地籍調査研究会編

A5判/780頁/本体価格5,800円(税別)/〒380

本書は，平成10年6月に発行された旧版以降に改正，

発出された法令，通知等を盛l)込むことで，地籍調査

における最新情報力:一冊で容易に分かる内容となって

いる。本書が，地籍調査に携わる人々のバイブルとし

て利用され，地籍調査の推進及び適正な処理に少しで

も役立つことを期待する。

新しい森林・林業基本政策

について一蕊懸蕊蕊鑑蕊埜法、
森林・林業基本政策研究会編

A5判/400頁/本体価格2,900円(税別)/〒380

森林・林業基本法の改正に至る背景，新基本法の考え

方，改正森林法の概要及びそれに伴い導入されるゾー

ニング毎の森林施行計画の認定基準の考え方，改正林

業経営蕪盤強化法の概要などについて，図表等のビジ

ュアルな査料を用いながら，できるだけ分かりやすく
解説したものである。

トウモロコシから生まれた繊維で作りました魚X2r〃肋0
TheLiiesIYleCompanY

幼齢木の枝葉・樹皮食害に

ラクトロン③
幼齢木ネット

軽量で灘・設置が歎騨

通気姓力物るので蒸れない

風評蓋し1

製造元向末誰，方合繊株式会社

阪売元東ｴｺー ｾﾝ株式会社
＊まずはお試しください。試供品配布中
詳しくは下肥の東工コーセン㈱新素材グループへ

〒102-8362東京都千代田区岡番町4-2

TELO3-3512-3932

FAXO3-3512-3952

e-mail:forest-k@tokokosen.co.jp http:"www.tokokosen.co.jp<写鐸群馬県六合村;ﾄﾁﾉｷ

W"EN



カールツァイスの伝統を受け継ぎよりハイレベルな

フットワークと高精度を実現!1rimble3300DR

ノンプリズム

ミラーを必要としないノンプリズム

機能

ノンプリズムで3ミリの高精度

ﾚー ザー ポインター

ノンブリズム

ﾚー ザー ポインター

レーザーポインター標準装備

測距･測角と同軸で確実に計測ポイ

ントを確認

軽量・コンパクト

賛肉を削ぎおとし、精度を保ちなが

らの軽量化

※もともと小さいボディだからケースも

小さくなりました。レベルのケースぐら

いの大きさ洲票準となっています。

1900データ行の

データ記録メモリ内蔵

※Tdmble3303DR,3305DR

麹
犀…

1rimble3303DR,Trimble3305DR,Trimble3306DR

高精度ノンプリズム機能搭戟

プリズムを測点に股激しなくても、計測

ポイン1,を直接照射して#暁できますb

危険区域や立ち入り禁1上区域にあってミ

ラーが設置できない耐､ポイントには、

ノンプリズムでの測距が最適です。
mmble3300DRは、ノンプリズムでも

非常に高い輔度を勝ります。

2mm+2ppmプリズムモード
3mm+2ppmノンプリズムモード

レーザーポインター標準装備

'1Hmble3300DRは、レーザーポインター

を標準装備しています。

レーザーポインターは#噸･測距と同軸

なので､その照射ポイントは計測ポイン

トと同一です。望遠鏡を覗かなくても、

ﾚー ザー ポインターで計測溌イントを簡

単に確認できますb

測角精度5秋測距精度2mmの
高輔度を約束する
アブソリュートｴﾝｺー ﾀﾐー 搭載

このコンパクトなボディから測角精度5

秘測距納度2mm+21)I)m(プリズム噸

をたたきだします｡測角部は､商汲機に

用いられるアブソリュートエンコーダー

を採用。

一度篭源を切っても電源を切る前の角度

を記憶しているので､ゼロセットをやり

直す必要がありません。

￥1,100,000
桑

11F

ポイント・連続モード、コスト削減の徹底追求、

面積・線長測定に特化、21世紀の先進デザイン

ベストセラーモデルPLANIX7が、ポイント・連続測定機能を得

て、さらに使い易く、高性能に進化。

燕"……‘……RAMXZOS
●PLANIX10S………¥98,000

タマヤ計測言〃テム慌式会社

＝

9

g~PM/AMA一lノMVV、′ノ、〒104-0061東京都中央区銀座4-4-4アートビルTEL・|O3-3561-8711FAX.03-3561-8719

タマヤの取扱製品についての詳細は、ホームベージでもご覧いただけます。http:"www・tamaya-technics.com
sales@tamaya-technics.com



読みつが矛zて20年、待望の21世紀新版(3訂版)大好詔

森と木の質問箱小学生のための森林教室
平
成
十
五
年
八
月
十
日

昭
和
二
十
六
年
九
月
四
日

●林野庁監修

●編集・発行(社)日本林業技術協会

●A4変型･64ページ・4色刷

●定価［本体価格650円十税]･〒料別
（30冊以上のお申し込みは，送料は当方が負担します）

発第
三
種
郵
便
物
認
而
（
毎
月
一
回
十
⑤
発
行
）

森林環境教育への取り組みにも
最適の教材本〃

子どもたちの疑問に応える形で，樹木・森林についての知

識，国土の保全に果たす森林の役割緑化運動，林業の役割・

現状，木のすまいの良さ，日本人と木の利用，生態系に果た
す森林の役割地球環境と森林，等々について，平易な文章・
イラスト・写真でやさしく面白く説き明かします。宝型唾溌人日本1転寝面理会

《本書の構成》

線城鮮箇はどんな落罰をしているの？15世界にはどんな森林があるの？
緋の名まえをたくさん貰えたいのですが？16X壬撒､芙嫌聯とはどんな森林なんだろう？

ながい

木はどのくらい長生きして大きくなるのかな？17．木とはどんな生き物なんだろう？
おし

森が教えてくれることってなんだろう？18．木から聞こえるのはなんの音？
し冷為い

森にはどんな楽しいことがあるの？19．木にはどんな種類があるのかな？
みどり陸ね

緑の羽根とはなんだろう？20．むかしから木はどんなものに使われてきたのかな？

菫悩とはどんなところ？21木からは糞などもつくられるの？
す たて巻の

森にはどうしてたくさんの生き物が住めるのだろ？22．大きな木の建物にはどんなものがあるのだろう？

森林にふった箭莱はどこへいくの？23木を使った底まいはどんな荏みごこち？
罰常聯の鰹や秒ばくの雛にどんなことをして24山が荒れないようにどんなことをしているの？
いるのだろう？25罧葵とはどんな在菫をしているのかな？
森林は地球の篇灘を勝ぐためにどんな葺きをし26淵勤罎をしている人たちはどんな謡があるの？

,らくたん

ているのだろう？27木炭にはどんなパワーがあるのだろう？

蒲が鴬貿こやさしい雛というのはどんなこと？28縦はどのように役だっているのだろう？
＜

森林は私たちの暮らしをどのように守っているのかな？

日本にはどんな森林があるの？君たちへのﾒｯｾｰジ-21笹舶の森林のすがた

林
業
技
術
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１
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了蓬

…循環型社会の森林と林業
L

●編集・発行(社)日本林業技術協会●執筆者：清野嘉之，阿部和時，遠藤
日雄，大住克博，柴田順一，外崎真理雄●A5判･121ページ・カラー図
版多数●定価1,000円（本体952円十税)・〒料別

森林､林業についての墓本的理解，日本林業の抱えている問題，森林

整備・木材利用と環境問題等多岐にわたってわかりやすく解説。
新たに森林整備・管理に携わる方々，森林ボランティアの方々必携本／麺

心

●ご注文はFAXまたは郵便にてお申し込みください。

FAXOB－B2S1－SO44
〒102-00B5東京都千代田区六番町7TELO3-3261-6969

(社)日本林業技術協会普及部販売担当まで
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	2003年8月号目次

	論壇_｢森林」をめぐる都市と農山村の変化をどう読むか－群馬県上野村の例をとおして－

	緑のキーワード_新しい建築基準法とF☆☆☆☆と木／新刊図書紹介

	スギ材の乾燥(下)_木材の乾燥と規格～木材の乾燥を住宅建築関連法規に係わる視点から～

	スギ材の乾燥(下)_製材現場におけるスギ,ヒノキ構造材の乾燥方法について

	第49回林業技術コンテストⅠ_Bitterlich法を応用した測定器材の開発-簡便な傾斜角の補正手法の構築

	第49回林業技術コンテストⅠ_チャコールロード六角ブロックの開発について－間伐材の有効利用への取り組み事例
  
	第49回林業技術コンテストⅠ_茶霧のふるさと整備
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	第49回林業技術コンテストⅠ_ヒノキ人工林の高齢級化にともなう林分構造の変化

	視点_林業における三位一体論

	第5回『日林協学術研究奨励金』助成対象研究_CO2排出権取引に対応する各国の政策とその国の林業・林産業経営への影響

	第5回『日林協学術研究奨励金』助成対象研究_山岳渓流の河川攪乱が森林の多様性と発達過程に果たす役割

	第5回『日林協学術研究奨励金』助成対象研究成果_炭素安定同位体比を用いた植物の水利用効率に関する研究

	会員の広場_｢営林文化財」の散逸を憂う

	リレー連載_レツドリストの生き物たち8_オガサワラグワ

	八木久義の5時からセミナー5_生物多様性／本の紹介_2020年日本の森林,木材,山村はこうなる／こだま_森林ボランティアの日

	グリーングリーンネット_シンポジウム森のエネルギーが国土と環境を守る／統計にみる日本の林業_木造住宅の供給者／林政拾遺抄_大文字山の送り火
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